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第３７回軽米町議会定例会令和５年度軽米町一般会計予算等審査特別委員会  

 

令和 ５年 ３月 ８日（水） 

午前 ９時５９分  開 議  

 

議 事 日 程 

 議案第１７号 令和５年度軽米町一般会計予算 
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〇出席委員（１０名）  

   １番 上 山   誠 君       ２番 西 舘 徳  松 君 

   ３番 江刺家 静 子 君       ４番 中 村 正  志 君 

   ５番 田 村 せ つ 君       ６番 舘 坂 久  人 君 

   ７番 大 村   税 君       ８番 本 田 秀  一 君 

   ９番 細谷地 多 門 君      １１番 茶 屋   隆 君 

 

  議 長 松 浦 満 雄 君（同席）  

 

〇欠席委員（なし） 

 

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のために出席した者の職氏名  

      町            長      山 本 賢 一 君 

      総 務 課 総 括 課 長      福 島 貴 浩 君 

      総 務 課 企 画 担 当 課 長      野 中 孝 博 君 

      総 務 課 総 務 担 当 課 長      松 山   篤 君 

      会計管理者兼税務会計課総括課長兼収納・会計担当課長      日 山 一 則 君 

      税 務 会 計 課 課 税 担 当 課 長      古 舘 寿 徳 君 

      町 民 生 活 課 総 括 課 長      橋 場 光 雄 君 

      町民生活課総合窓口担当課長      小 林 千鶴子 君 

      町民生活課町民生活担当課長      戸草内 和 典 君 

      健 康 福 祉 課 総 括 課 長      工 藤   薫 君 

      健 康 福 祉 課 福 祉 担 当 課 長      小笠原 隆 人 君 

      健康福祉課健康づくり担当課長      工 藤 晃 子 君 

      産 業 振 興 課 総 括 課 長      江刺家 雅 弘 君 

      産業振興課農政企画担当課長      竹 澤 泰 司 君 

      産業振興課農林振興担当課長      鶴 飼 靖 紀 君 

      産業振興課商工観光担当課長      輪 達 隆 志 君 

      地 域 整 備 課 総 括 課 長      中 村 勇 雄 君 

      地域整備課環境整備担当課長      神久保 恵 蔵 君 

      地域整備課上下水道担当課長      寺 地 隆 之 君 

      再生可能エネルギー推進室長      福 島 貴 浩 君 

      水 道 事 業 所 長      中 村 勇 雄 君 

      教 育 委 員 会 教 育 長      小 林 昌 治 君 

      教育委員会事務局総括次長      長 瀬 設 男 君 
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      教育委員会事務局教育総務担当次長      輪 達 ひろか 君 

      教育委員会事務局生涯学習担当次長      梅 木 勝 彦 君 

      選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 長      福 島 貴 浩 君 

      農 業 委 員 会 事 務 局 長      江刺家 雅 弘 君 

      監    査    委    員      西 山 隆 介 君 

      監 査 委 員 事 務 局 長      関 向 孝 行 君 

 

〇職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名  

      議 会 事 務 局 長      関 向 孝 行 君 

      議 会 事 務 局 主 事      竹 林 亜 里 君 

      議 会 事 務 局 主 事      松 坂 俊 也 君 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎開議の宣告 

〇委員長（中村正志君） それでは、時間となりましたので、昨日に引き続き、令和５年

度軽米町一般会計予算等審査特別委員会を開会いたします。 

    開会に先立ちまして、傍聴人の希望がございましたので、許可したいと思います。 

    それでは、本日の出席委員は１０人全員でございます。 

    なお、大村税委員より、本日１１時から１２時までの欠席届が出ておりますので、

許可したいと思います。 

    あと本田委員より午後から欠席届が出ておりますので、許可したいと思います。 

（午前 ９時５９分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇委員長（中村正志君） それでは、昨日に引き続きまして審査を始めたいと思いますが、

先に連絡事項があるということですので、総務課総括課長、福島貴浩君よりお願い

いたします。 

    休憩します。 

               午前１０時００分 休憩 

              ――――――――――――― 

               午前１０時０２分 再開 

〇委員長（中村正志君） 再開します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第１７号の審査 

〇委員長（中村正志君） それでは、昨日に引き続きまして、予算書のほう、本日は民生

費から始めたいと思います。 

    ３款民生費、１項社会福祉費に関して、重要施策・主要事業等の説明があれば先

にお願いします。それぞれ目ごとに進めてよろしいですか。 

             〔「異議なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） それでは、１項社会福祉費の１目社会福祉総務費に関して補足

説明があれば。 

    健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） それでは、３款民生費、１項社会福祉費、

１目社会福祉総務費について補足説明をさせていただきます。 

    こちらの予算につきましては、社会福祉費の職員給与等、あと社会福祉委員の報

酬、各負担金補助及び交付金が主なものとなっており、１，４８０万１，０００円

の増となってございます。給与、手当等の人件費の増が主なものとなっているとい

うことでございます。 
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    以上、説明といたします。 

〇委員長（中村正志君） では次に、町民生活課分で説明をお願いいたします。 

    町民生活課総括課長、橋場光雄君。 

〇町民生活課総括課長（橋場光雄君）  社会福祉総務費の町民生活課の主な要求内容につ

いてでございます。７節報償費のさわやかカップル祝金は、１５組分１５０万円を

予算要求しております。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 以上でございます。 

    それでは、質疑をお受けしたいと思います。質疑ございませんでしょうか。 

    茶屋委員。 

〇１１番（茶屋 隆君） さわやかカップル祝金１５組分ということは、もうそれ以上は

ないということを想定しているということですよね。そうすると、去年あたり何組

あったのですか。 

〇委員長（中村正志君） 町民生活課総括課長、橋場光雄君。 

〇町民生活課総括課長（橋場光雄君）  令和３年度で６組、令和４年度で現在７組となっ

ております。この１５組につきましては、たくさんの方に結婚していただきたいと

期待を込めて１５組となっております。 

〇委員長（中村正志君） ほかにございますか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） さわやかカップル祝金で、軽米町に２人とも住所がなければ駄

目なのですか。生活の拠点は軽米町なのだけれども、相手の方が他市町村に住んで

いた場合は、こういう方は婚姻届を軽米町に出してももらえないということですか。 

〇委員長（中村正志君） 町民生活課総括課長、橋場光雄君。 

〇町民生活課総括課長（橋場光雄君）  さわやかカップル祝金につきましては、結婚後１

年以上軽米町に居住する意思のあるカップルということになっておりますので、そ

のような条件を満たす方に支給しております。 

〇委員長（中村正志君） ２人ともいなければ駄目だということ。１人でいれば駄目、別

居していれば駄目ということですか。 

〇町民生活課総括課長（橋場光雄君）  婚姻して軽米町に住所を持ってきていればいいと

いうことです。 

〇委員長（中村正志君） 仕事の関係で住所を、別居している実例があるでしょう。何か

聞いていましたけれども。 

〇町民生活課総括課長（橋場光雄君）  それは、ちょっと確認した上で回答したいと思い

ます。 

〇委員長（中村正志君） 身近な人にいるのだよ、そういう人が。これから結婚の中でも
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様々なケースが生まれてくると思いますけれども、まずそれは検討するということ

でお願いします。 

    ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、続けて２目の国民年金事務費、これについては特別会計

のほうが。 

〇町民生活課総括課長（橋場光雄君） はい、そのとおりです。 

〇委員長（中村正志君） ということですので、３目老人福祉費について補足説明があれ

ばお願いします。 

    健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  ３目の老人福祉費について補足説明等させ

ていただきます。 

    こちらの予算の中には、重点施策・主要事業等の２番、一人一人がいきいき暮ら

すまちづくりの生活支援体制整備事業の予算がここに組み込まれております。予算

書では６２から６４ページにございます。生活支援体制整備事業の事業費としては

１，１２４万８，０００円となっております。この老人福祉費の中にいろいろ混じ

っているので、分かりづらいというふうに思われますが、内訳といたしましては会

計年度任用職員の人件費、社会福祉士１名、保健師１名で８３３万３，０００円と

なっております。ほかに活動に要する経費として２９１万５，０００円を計上して

おります。 

    この事業は、住み慣れた地域で住み続けるために、地域を基盤とする支え合い、

助け合いで支援していく共生社会を目指し、地域住民、活動団体、企業等が連携し

て、地域に沿った住民主体の支え合い、助け合いを推進、支援していく事業です。

具体的には、生活支援コーディネーターの配置や活動、第１層協議会、これは第１

層協議体は結っこの会となっておりますが、そちらへの継続支援やそのための資源

開発、担い手育成、高齢者活動の場の確保など、地域ネットワークづくり、助け合

い啓発活動等を行っている事業となっております。 

    その他３目のところには、ほかに人件費等としてもかなりの金額になっておりま

すが、こちらにつきましては包括支援事業７８８万２,０００円ということで介護支

援専門員、いわゆるケアマネジャー２名と介護認定調査員１名の３人分の人件費と

なっております。プラスそれに加えまして、生活支援体制整備事業のほうが社会福

祉士、保健師各１名ということで報酬が５８５万７，０００円となっています。次

に、認知症総合支援事業の中での社会福祉士１名、相談員１名の２名分ということ

で５１２万９，０００円を計上しており、最後に介護予防普及啓発事業ということ

で事務員を１人、１８９万３，０００円ということで計上させていただいておりま
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す。 

    補足説明としては以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 老人福祉費に関して説明いただきました。 

    質疑をお受けしたいと思います。質疑ございませんでしょうか。 

             〔「６４ページでしたか」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） ６２ページ、６３ページ、６４ページ。 

             〔「６４まで」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） いちい荘の関係は後でやりますか。 

〇健康福祉課総括課長（工藤 薫君） 特養施設の。 

〇委員長（中村正志君） いちい荘は、ここに入るのか。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  いちい荘の予算というのは、ここにはない

ので。 

〇委員長（中村正志君） 予算は別個だから。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） ここに予算はないのですが。 

〇委員長（中村正志君） 社会福祉協議会だから、その次に。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） 施設費のところに。 

〇委員長（中村正志君） はい。江刺家委員、どうぞ。 

〇３番（江刺家静子君） ６２ページに、報償費ですけれども、老人ホーム入所判定会議

委員謝礼とありますけれども、これは例えば特別養護老人ホームで待機者が何人か

いらっしゃるのですけれども、緊急を要する待機者というのもいますけれども、そ

ういう方の入所の順番を決める会議ですか。軽米町では入所申込みが３８名あって、

そのうちの在宅待機者が１３名、またその１３名のうちの早期入所が必要な方とい

うのが９名いらっしゃいます。９人の方が本当にすぐ入らなければならないような

状態だと、お願いしたいような状態だと思うのですけれども、そういうのを決める

会議ともまた違いますか。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  こちらの謝礼につきましては、軽米町の方

が養護老人ホーム等に入る場合に審査をする委員の方をお願いしております。今回

この方が順番が来て入りますよというときに、その方を審査するために集まってい

ただくときの謝礼ということになってございます。その入る順番ですとかなんとか

というのも、その時々によって違いますので、これはもう入る前提で審査をすると

いう場合の委員の謝礼でございます。 

〇委員長（中村正志君） いちい荘だけのことですか。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） 軽米町の方が。 

〇委員長（中村正志君） いえ、施設はいちい荘だけということ。 
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〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） ほかのホームにも入る場合は。 

〇委員長（中村正志君） 特養は、全部の特養施設。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  その場合は、軽米の方が入るときの審査を

していただくということでございます。 

〇委員長（中村正志君） いちい荘に限ったことではないということ。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） はい、そういうことです。 

〇委員長（中村正志君） 江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 金額が３万円なので、何回か会議を開くのではないかなと思う

のですが、委員というのは何人ぐらいいらっしゃいますか。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  すみません、そこについてはちょっと資料

を持ち合わせておりませんので、後で調べてお知らせいたします。 

〇委員長（中村正志君） 後でということです。ほかにございませんでしょうか。 

    舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君）  今の件の関連でお聞きしますが、この会議は例えば本人がくつろ

ぎの家の施設に入りたい、それからあとは花の里かるまいに入りたい、いちい荘に

入りたいという本人の希望は当然あるわけですが、そうするとその本人の希望に添

った意向のとおり、それに対して判定をするというふうなことでよろしいですか。

あとは、その回数が年にどれぐらいあるのかは調べて報告するということですが。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） この判定会議というのは養護老人ホームに

入る場合のことでございまして、もちろん各施設には皆さん入りたい方が申込みを

しているということでございますので、あっちに入りたい人がこっちに入ることに

なるというようなことはございません。そこの希望があって、それが入る順番が来

たということで、この人はここに入れていいのかどうかというところを皆さんで審

査していただくということでございます。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君）  そのプロセスがちょっと分からないのですが、フローというか、

どういうふうな順番で、どういうふうになっていくのか。例えば本人がいちい荘に

入りたい、花の里かるまいに入りたいというのがあると思うのです。そういった場

合、それがいいかというふうな、それでいいのかというふうな判断するような会議

ということですか。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  順番といたしましては、まず入院されたり
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なんだりしたときにお医者さんからとか、あるいは施設の方とか、入所というか、

通院とか、あとは通所しているところから介護の申請したほうがいいよとか、ある

いは施設のほうを申込みしておいたほうがいいよというようなアドバイス等があっ

て初めて家族の方が施設に入所することについて申込みをしたいということで、そ

の場合、まず相談については地域包括支援センターとか、あるいは担当のケアマネ

ジャーに相談するわけですが、基本的には本人が入りたいところを希望して、そこ

に自分で申込みをするのが基本となってございます。そちらの施設というか、１人

の方が基本的には１か所に入るわけですけれども、最終的には。ただ、どこが空く

か分からないというところがありまして、花の里かるまいにも申し込む、いちい荘

にも申し込む、あそこにも申し込む、ここにも申し込むというような形で、大抵の

方は複数の施設に申込みをするというのが通常でございます。そちらの施設ごとに

待機者がいるわけですけれども、その待機者の順番等、優先順位等、あるいは江刺

家委員がおっしゃったように、早く入れたほうがいい方とか等ということをそちら

のほうで判断をして、それをこちらの会議にかけるということで、この人が先でい

いのかとかということも中にはあると思いますが、そういうことについて、あるい

はこの人が入ることについて、ここでふさわしいのか、それとも別な施設のほうが

いいのかというようなことについてもここで判断をするというプロセスになってご

ざいます。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君） まず、大体分かりました。 

    それから、先ほど江刺家委員が特別養護老人ホーム入所の待機状況の話をされた

わけですが、ほかの施設の待機状況とか、そういうのは分かりますか。調べないと

分からないというのであれば、後でも結構ですので、教えていただきたいと思いま

す。 

〇委員長（中村正志君） では、江刺家委員から資料要求があったのですけれども、特別

養護老人ホーム入所待機者、それは次のところでやろうかと思っていましたけれど

も、関連しているようですので、この資料の説明をしていただきたいと思います。

皆さん、資料ナンバー２というのです。紙ベースで配布していましたので、それを

御覧いただきたいと思います。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  資料ナンバー２、健康福祉課と書いてある

ものがそうでございます。 

〇委員長（中村正志君） 江刺家委員はこれを見てしゃべったのだな、さっき。 

    よろしいですか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 
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〇委員長（中村正志君） では、お願いします。 

    健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  では、ただいまの質問にまず最初にお答え

いたします。 

    どこの施設に何人待機者がいるかというのは、年に１回ほどしか調べておりませ

んので、今の状況というのはちょっとよく分かってはいない状況です。それぞれの

家族の方がそれぞれの施設にどのタイミングで行くかということもございますので、

今時点での数字はちょっとよく分からない状況でございます。 

    資料のほうの説明をさせていただきます。資料のほうについている（１）のとこ

ろですが、令和４年４月１日現在の入所申込者ということになっておりますが、こ

れは岩手県内の特別養護老人ホームということで、いちい荘だけではなくて、二戸

市にある特養ですとか、いろんなところに申込みをしている方の調査をしたときの

数字でございます。ですので、１番のところですが、３８名申込者があるというと

ころではございますが、これが全ていちい荘かといわれれば、そういうことではご

ざいません。県内の特養に申し込んでいるというところでございます。ということ

で３８名が申込みしているということで、うち在宅の待機者が１３名ということで、

早期入所が必要な方ということで９名が報告されております。 

    ちなみに、町内の特養施設のほうから確認したわけですが、今現在の入所申込者

は、いちい荘が４０名、くつろぎの家が４７名あるということで、いちい荘のほう

が、うち在宅待機者が１８名、うち早期入所が必要な方はゼロということでござい

ます。くつろぎの家が先ほど申しましたように４７名の申込みがあって、在宅待機

者が１２名あると、うち早期入所が必要な方が３名という報告となっております。 

    次に、（２）ですが、第７期末の介護保険計画、平成３０年から令和２年までの

特養開設済み床数ということで、床数といたしましては８４床ということで、これ

は７期になったわけではなくて、７期までに開設済みの床数でございますが、８４

床ということで、広域型として特別養護老人ホームいちい荘が５４床、特別養護老

人ホームくつろぎの家が３０床、地域密着型はなしということになっております。 

    次に、（３）番の第８期期間中の特養開設床数ですが、いずれも、実績とも令和

５年の見込みともゼロということになっております。 

    説明は以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 資料説明も併せていただきましたけれども、質疑ございますで

しょうか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） ありがとうございます。いわゆる団塊の世代と言われた人たち

は、これから介護が必要になっていくと思うのですが、第８期の期間中、特養の開
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設床数、これからの計画もないのかあるのかお伺いします。 

    軽米町の場合は二戸広域でやっているので、軽米町だけではないのですけれども、

特別養護老人ホームに、もううちで世話できないので、申し込むと、誰か減らない

と入れませんよと言われたときに、物すごく悲しかったという。入れないのが悲し

いのではなくて、誰か早く死ぬのを待っているという、そういう気持ちになるのが

悲しいと言っている方がいらっしゃいました。私の知り合いで、何か運よく入れた

のだよね、運よく入れたのだよねと何回も言った人があって、運がいい人しか入れ

ないのかなという、またそれも残念だと思いました。 

    第８期が実績、見込みゼロということで、軽米町が３８名と調べた時点で二戸広

域だと２７６名なのですが、これから人口は減っていくけれども、介護が必要な人

は増えていくと思うのですけれども、そういう増やすということでは広域の会議な

どでは話は出ていないのでしょうか。 

〇委員長（中村正志君） ちょっと待ってください。今特別養護老人ホームのことをしゃ

べっているのだけれども、介護度によって入所する要件というのがそれぞれあると

思うのだけれども、何かごっちゃにして話ししているような気がするのです。私も

身内にそういう人間がいたので、ちょっといろいろあるのですけれども。その辺特

養と別なのとちょっと説明していただけないでしょうか。 

    実際入所判定会議というのは特養だけの話なのか、ちょっとそこら辺も何かはっ

きりしていないような気がするのだけれども、そこをもう一回分かりやすくお願い

したいと思います。 

    健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  特養とほかの施設の条件というのは、ちょ

っと私も今分からないので、そこについては後から調べてご説明したいと思います。 

    しかしながら、そちらの会議につきましては、養護老人ホームの審査判定委員会

ということで、そちらに限ったものでございます。ですので、花の里かるまいは介

護老人保健施設ということで特養ではないので、そちらについての審査はこちらで

はタッチしていないという状況でございます。 

    あと、運よく入れたというお話もございましたけれども、そういう運の問題では

ございません。やはり優先順位を考えての審査をして入っているので、運よく入れ

たというのは、少なくとも養護、特養の老人ホームではあり得ないこととなってご

ざいます。ほかの施設については、入所判定委員会等ではそれらはタッチしていな

いので、そちらについてはもしかすればあるのかもしれませんけれども、少なくと

も特養と養護についてはそういうことはないということを申し添えておきます。 

〇健康福祉課総括課長（工藤 薫君） 増床の見込みがあるかどうか。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） あと第８期中にということでございますが、
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現在二戸管内、二戸地区広域行政事務組合で管轄している管内での施設の増床の見

込みはないということでございます。というのは、実は岩手県内で二戸管内という

のは施設が多いところとなっております。施設が増えれば当然いろんな経費がかか

るということで、介護保険料の増額につながっていくということで、今現在はちょ

っと私も分からないのですが、私が前に二戸広域に行っているときには、岩手県で

は二戸管内の二戸広域の保険料は県内で上から３番目という状況でございました。

そういう状況を、まずあまり保険料が上がっていくのはどうなのかというところも

あって、二戸管内では一応暗黙の了解ではないのですが、申合せ事項として施設は

これ以上増やさないようにしようということで申合せをしているような状況でござ

います。増やせば直接もう保険料につながっていくというところもあるので、一応

そういうことにはなっております。各市町村、例えば幾らか増やしたいとかという

ことがあれば、二戸広域と相談をして、ほかの各市町村とも調整をしていくという

ことで申合せをしているという状況でございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 説明いただきましたけれども。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 説明ありがとうございます。二戸広域は施設が多いということ

だったのですが、そして今後増やさないようだという話も聞いたこともあります。

ただ、被保険者にすれば、岩手県で上から３番目に保険料が高いわけですね。それ

なのに施設に入所が必要になったときに入れないというのが、それはどういうこと

なのだということがあります。その原因は、今市町村の分担金が予算を増やせない

というか、増やさないという、そういうことも関係しているのではないかと思うの

ですが、いかがでしょうか。 

〇委員長（中村正志君） 保険料とは、介護保険料のことですよね。 

〇３番（江刺家静子君） 介護保険料。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  施設を増やさないことと市町村の分担金と

は全く関係ございません。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） よろしいですか。 

〇３番（江刺家静子君） はい。 

〇委員長（中村正志君） ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、何かさっきの入所関係のあれは後でということだな。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） はい。 
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〇委員長（中村正志君） では、茶屋委員。 

〇１１番（茶屋 隆君） ６４ページ、１８節です。いきいきシルバー活動総合支援事業

費補助金で１７０万円補助しているわけですけれども、シルバー人材センターは多

岐にわたっていろんなことに対応していると思います。そういった中で、今活動さ

れている方は何人ぐらいいて、その人数で間に合って対応しているのかどうか。分

からないかな。 

             〔「分からないな」と言う者あり〕 

〇１１番（茶屋 隆君） 後で聞きますから、大丈夫です。 

〇委員長（中村正志君） シルバー人材センターの関係は、後で回答するということで。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 今の質問に、またちょっと関連してお聞きします。 

    今度消費税のインボイス制度ができると、シルバー人材センターで仕事をしてい

る人たちに消費税がかかるというのがありましたけれども、それの対応方法はどう

するというのは聞いたことはないですか。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  インボイス制度についてのことだと思いま

すが、そちらにつきましては、インボイス制度というのは適格請求書を出して、そ

の適格請求書で請求あるいは支払いをしていないと減免を受けられないというよう

な事業というか、制度でございます。ですので、そちらについては社会福祉協議会

のほうで、ここではなくて、社会福祉協議会のシルバー人材センターの団体のほう

が登録をするような形になるのかなと思いますが、ただシルバー人材センターを利

用する方が減免を受ける対象になるかどうかというところもあると思います。個人

の方がお願いしているのが通常だと思いますので、そこで消費税の減免とかという

形にはならないのかなと思うので、そこについては確かめてはいませんけれども、

そこについては社協のほうからちょっと聞いて後でお答えしたいと思いますが、制

度についてはそういう形になっているということでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） インボイス制度について、シルバー人材センターは対象になる

と、あるところではそういうものの中止を求める意見書を出しているまちもありま

すよ。我々が認識しているのは、個人にかかるというふうに勉強していました。だ

から、それをどうするかということを、もう一回そこを確認してください。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） あとは、ちょっと確認させてください。 

〇委員長（中村正志君） ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、もう一つ、ここの６４ページの介護施設等における新型
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コロナウイルス感染拡大防止対策支援事業という３９１万２，０００円のあれがあ

るのだけれども、これは何の、どのような事業なのか、説明をお願いしたいのです

けれども。 

    健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  ３９１万２，０００円の事業費でございま

すが、こちらはくつろぎの家のほうから要望があった事業でございます。現在多床

室になっているところを個人ごとにお一人ずつ入れるような個床室に直すというよ

うな事業の内容となっております。こちらについては町の義務負担がございません

で、国から、県からかな、直接来て、それをそのまま流すというような事業となっ

ております。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 老人福祉費に関して、よろしいですか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） ６３ページの高齢者「食」の自立支援事業委託料６６０万７，

０００円というのがありますけれども、この事業を委託しているところはどこか、

ちょっと内容をお聞きしたいと思います。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  こちらにつきましては、高齢者のみの世帯

の方と、あとは障がい者の方、あとは介護等で食事を作れない方々という方が対象

となります。そちらにつきまして、週に６回まで希望できるということで、夕食の

お弁当を配布しながら、その方々の見守りも兼ねて配達をしていただくというよう

な事業でございます。 

    こちらにつきましては、本人負担がお弁当ですと３２０円で、おかずですと２２

０円というような形で進めております。現在は軽米町産業開発のほうにお願いして

おります。本年度から新たに…… 

             〔「来年度」と言う者あり〕 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  来年度から、令和５年度から、ほかの町の

食堂さん方が何軒か参加していただいて、地区割りを決めて行いたいというふうに

思っております。こちらの委託料については、そのときの配達とか、あるいは見守

り等を含めた形での委託料ということで、本人が払っている分についてはお弁当の

一部の分の経費ということになっております。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） よろしいですか。江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） １食３２０円というのは、それは実費といいますか、本当は５

００円なのだけれども、こっちで１８０円援助しているとかというのですか。 
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〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  ただいまのご質問でございますが、お弁当

は３２０円ではできないと。今特にも価格高騰によって食料品等が値上がりしてい

るという状況があって、本来であればこちらは３２０円というところ、おととしま

で３００円だったということで、昨年２０円値上げをさせていただいたのですが、

その時点でも本来であれば５０円値上げをしたいというような状況でございました

が、その３０円分については役場で見ましょうということで、そういう委託料のほ

うに入れております。令和５年度から、また令和４年度にいろんなところで価格高

騰があったということで、特に食料品等も上がっているということで、またその会

社のほうでは赤字経営になっているというような状況もありまして、そちらでお弁

当等の値上げも検討いたしましたけれども、昨年２０円値上げしたばかりでござい

ますので、今年度はその分については値上げをしないで、委託料に入れて役場のほ

うで負担するというような形を取らせていただいております。ですので、本来であ

れば弁当も５００円近い値段になっているというふうに考えております。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 分かりましたか。本人負担が３２０円なのだけれども、委託料

のところは例えば４００円なら４００円分で委託料を払っているのだということ、

そういうふうに聞こえたのだけれども。委託料の差額が町の負担分だよというふう

な言い方に聞こえたのだけれども、その辺ははっきりお願いします。 

    健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  令和５年度に見ている委託料については、

１食当たり５９４円となっております。その中でお弁当分の負担というのがおよそ

１００円近い、１００円ちょっとになると思われますので、実際は委託料というか、

お弁当分がその委託料の中には百何十円か入っているというような状況です。 

〇委員長（中村正志君） 町でその分支援している、補助しているという意味。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） そうですね。 

〇委員長（中村正志君） 本人からは３２０円もらっているのだけれども、それ以上の分

の弁当が届いているよということ。見守りの分もそれに入っているということか。 

    分かりましたか。江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 本人から自己負担もらって、配達する範囲も広範囲なので、普

通の出前ともまたちょっと違うのかなとは思いました。弁当にかかる分とそのほか

の経費とかと思ったのですけれども。実際何食ぐらいあるのでしょうか。 

〇委員長（中村正志君） 委託料の内訳というか、内容も後でちょっと出してもらいたい。 

〇３番（江刺家静子君） 何人ぐらいに配達しているのでしょうか。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 
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〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） ５９４円というのは、見守りとか配達とか、

あるいはアレルギーですとか食べられないという方もあるし、お年寄りですと刻み

食でなければいけない、おかゆでなければいけないという方々についても対応させ

ていただいております。そういうことについての手数料と見守りの経費と、あとは

弁当代の補助分ということで百何十円かが入っているという内訳でございます。 

〇委員長（中村正志君） いいですか。 

〇３番（江刺家静子君） はい。 

〇委員長（中村正志君） ほかに。 

    舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君）  １２節の委託料、ひとり暮らし高齢者見守り事業委託料１３８万

５，０００円とあるのですが、今の話を聞いていると高齢者見守り事業の関係が、

その弁当の配達しながら見るというふうな趣旨だというふうに認識したわけですが、

そうすると実際の各地区に、私の部落にもいるのですが、独り暮らしで本当に家か

らも出られない、戸締まりでどこにか行ったのかなというような、何かそういった、

その方は弁当も何も取っていないというふうな感じのところは、多分恐らく各地区

にそういう弁当とは関係ないところもあると思うのです。そうした部分の対応はど

ういうふうになっているわけですか。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） 舘坂委員のご質問にお答えいたします。 

    今舘坂委員がおっしゃったように、こちらにございます見守りの委託料、そちら

がお弁当を取っていない方で独り暮らしの方とか高齢者のみの方で、希望された方

についてはこちらでひとり暮らし高齢者見守り事業ということで社会福祉協議会の

ほうに委託をして、月に何回かは訪問するというような安否確認の事業はこちらで

行っているということで、お弁当を取っている方は高齢者「食」の自立支援事業の

ほうで安否確認等をしているけれども、弁当を取っていない方はこちらのほうでケ

アしているというところでございます。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君）  そうすると、ここの１３８万５，０００円というのは社会福祉協

議会のほうにお願いして、月に何回か見る。社会福祉協議会のほうで見ている方は、

どういった方が見回りというか、やっているのですか。ちょっとその辺、一回もそ

ういうふうなのを見たことないのですが。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  そちらにつきましては、社協の職員が行っ

ているということでございますが、資格を持っている方が回らなければいけないと
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いうような事業ではないので、安否確認という形で、あるいは何かあった場合はす

ぐ連絡をしてというふうなフローチャートは作っておりますので、そちらで訪問し

ていただいているということで、あくまでこれも希望者ということになりますので、

本人あるいはご家族が希望された場合にこちらの事業でケアしているということで

ございます。 

〇委員長（中村正志君） 舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君）  希望者といっても、独り暮らしなわけですから、家族がいないわ

けなので、しかも社会福祉協議会のほうに委託して、社会福祉協議会の職員が来て

いるわけですか。全然そういう来た、私どもの部落でも何かで集まればいつも、そ

ういうのはどうなっているのかなというふうな話が出るわけですが、社会福祉協議

会のほうで来ているのは誰一人見たというふうな話も聞いたことがないし、どうな

っているのかなと思って。うわさでは誰か来ていったとかなんとかという話あるけ

れども、特に冬なんかはそのうちに行くのに除雪もやっていないし、行くといって

も長靴履いてずぼずぼと行かないと駄目だと、そういった状況で、非常に何か部落

のほうでも、どうなっていたのかな、困ったなというような話になっていたわけで

すが。 

    それで、私が思うには、社会福祉協議会というより、そういった方がいる部落に

は、例えば何らかの部落では区長にお願いしてそういうふうなのをやるとか、民生

委員であれば私の部落は４部落ですので、山口、貝喰、駒木、それから竹谷袋で１

人の民生委員みたいな感じでいるわけですから、また部落と部落の間が遠いもので

すから、民生委員の仕事だといっても、なかなかこれは大変な話だと思うのです。

だから、その辺そういった高齢者がいるところは、やっぱりもう少し区長なり、何

かしらそういった対処したほうがいいのではないかなと思っていましたが、いかが

ですか。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  ただいまのご質問でございますが、現在行

っているそういう独り暮らしの老人につきましては、先ほど言ったような高齢者

「食」の自立支援事業、あとはひとり暮らし高齢者見守り事業ということと、あと

もう一つが、先ほどおっしゃいましたように民生委員の方からもそういう方につい

ては特にも見ていただきたいということでお願いしておりますし、そのほか独り暮

らしの老人の方については緊急通報装置等も行っております。そちらで、現在です

と５０件弱ぐらいの方が緊急通報装置もつけているという状況でございます。一応

その形で進めておりましたので、そういう部落のほうにお願いして見ていただくと

いうようなことは、今までは検討していない状況でございます。 

    以上です。 
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〇委員長（中村正志君） 舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君）  やはり軽米町の街の方だと近い、行政区もすっかり隣り合わせに

なっているからいいかもしれないですが、私たちみたいな在と言えばあれですが、

部落と部落が、集落が離れているわけなので、今民生委員は竹谷袋ではないのです

が、そういうときもあるわけですが、竹谷袋の民生委員になった場合、私らの山口

のほうまで来るというのは、本当に距離的にも大変なわけです。そういったことも

やっぱり考慮して、もう少し逐一観察というか、見られるような体制を築いていた

だかないと、なかなかこれからは大変なのではないのかなと思っていましたが、ど

うでしょうか。検討の余地に値しないでしょうか。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    民生委員の方についても、行政区に１人ずついるというわけでもございませんの

で、なかなか見守りもできないところもあると思います。ですので、先ほど言いま

したような緊急通報装置ですとか、見守り事業については地域包括支援センターの

ほうで独り暮らし老人のところをたまに訪問しているわけですが、そのときにお勧

めしている状況でございます。そのほか、それにも応じていただけない方等につい

ては、安否確認も大変なところもあると思いますので、そちらについては今後、先

ほど申しましたように生活支援体制整備事業のほうで助け合い、支え合いの住民相

互の助け合いということを進めてまいりたいというふうに考えておりますし、今後

役場のほうでも、そういういろんなサービスを利用していない独り暮らしの老人と

いう方については、努めて役場の地域包括支援センターのほうでも訪問したいとい

うふうに思っております。 

〇委員長（中村正志君） 舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君）  今、緊急通報装置の話も出ましたが、そういった機械を設置する

のも、やはりどうしても独り暮らしになってくると内向きになってしまって、そう

いうのを押す、連絡する、警報装置を発信する、そういったことも本当に内向きに

なって、なかなか難しいと思います。ですから、鬱病まではいかないかもしれませ

んが、それに近いような、特に独り暮らしになってくると、何かそういう状況では

ないのかなと思っていたのですが、やっぱりもう少しその辺も考慮して検討してい

ただきたいと思います。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  ただいまのご提言、大変ありがとうござい

ます。うちのほうでも一応訪問した際に、本人の状況等をよく観察いたしまして、

その方のことについては、鬱病ですとか、軽い鬱とかになる方も結構いらっしゃる

ようですので、そういう方については健康づくり担当のほうで鬱病等の対応もして
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おりますので、そちらでも訪問しておるということでございます。 

    いずれ今いただいた提言のことについては、実現できるように、いろんなサイド

から訪問していくような形を構築していきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。ありがとうございました。 

〇委員長（中村正志君） 関連して、高齢者とか独り暮らしとか、あまり体が動かないよ

うな人が大雪が降ったときの除雪というのはどのようになっていますか。人里離れ

たうちの人は、さっきの話もあったけれども。 

             〔「ちょっと休憩してもらっていいですか」と言 

               う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） 休憩します。 

               午前１０時５９分 休憩 

              ――――――――――――― 

               午前１１時００分 再開 

〇委員長（中村正志君） 再開します。 

    ちょっと１１時になりましたので、１０分間休憩したいと思います。 

               午前１１時００分 休憩 

              ――――――――――――― 

               午前１１時１０分 再開 

〇委員長（中村正志君） 時間となりましたので、休憩前に引き続き再開いたします。 

    初めに、先ほどの質問が出ていた部分で、さわやかカップル祝金の関係ですけれ

ども。 

    町民生活課総合窓口担当課長、小林千鶴子君。 

〇町民生活課総合窓口担当課長（小林千鶴子君）  まず、ちょっと又聞きですので、質問

をもう一度、どういった質問かを。 

〇委員長（中村正志君） 江刺家委員、お願いします。 

〇３番（江刺家静子君） 軽米町に住んでいる人と、よその市町村に住んでいる人が結婚

したけれども、相手の方が仕事の関係で住所を軽米町に移さないで、土日は一緒に

いるけれども、そういう感じなのですが、そうすると軽米町が生活の拠点とはなら

ないので、結婚祝金はもらえないのですかというか……。 

〇町民生活課総合窓口担当課長（小林千鶴子君） もらえないかどうか。 

〇３番（江刺家静子君） はい。 

〇委員長（中村正志君） 町民生活課総合窓口担当課長、小林千鶴子君。 

〇町民生活課総合窓口担当課長（小林千鶴子君）  今の話を聞いていますと、まず令和３

年３月に軽米町さわやかカップル祝金条例と条例施行規則を変えております。その

中に支給要件として、次の事項の全てに該当しなければならない。まず、婚姻届が
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受理されていること、２番目として、例えばこれはどちらかが住所がない、あるい

は両方とも住所がない方に該当すると思うのですが、夫婦とも婚姻後３０日以内に

住民基本台帳に登録され、引き続き本町に１年以上居住する意思を有する者とあり

ますので、今江刺家委員からの質問を考えれば、そういった場合は実際土日一緒に

暮らしているということですけれども、該当しないものと解釈しております。 

    つい最近そういった事案がないかということだったのですが、今のところないで

す。まず私たちは婚姻届をここの窓口で受理しますと、住所がここにない場合、さ

わやかカップル祝金というのが、こういうのがあって、受給の要件としてはこのよ

うなのですので、まず引き続きこちらに住むのであれば住所のほうを移してもらえ

ば該当しますということで内容はお知らせしております。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 要件がそうであれば、そうだということだと思います。意見が

ありませんか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 例えば軽米の人と九戸の人と結婚して、どっちも結婚祝金とい

うのがあるけれども、どっちからももらえないのだなというのは、決まりがそうで

あれば、いずれかでもらえるというふうにはならないというのであれば、今ので仕

方がなかったと思いました。 

〇委員長（中村正志君） 町民生活課総合窓口担当課長、小林千鶴子君。 

〇町民生活課総合窓口担当課長（小林千鶴子君）  結局九戸村も軽米町と同じ解釈であれ

ば、どちらからももらえないということですよね。そのようになります。まず、民

法上も夫婦は同居するというふうになっておりますが、ただ軽米町さわやかカップ

ル祝金がつくられたときの、そのできた背景といいますか、そこら辺も考えながら、

果たして改正が必要かどうかは、ちょっと今ここで私は何とも言えないので、いず

れ今の規則上、条例上は該当しないと。江刺家委員がおっしゃることも、全くその

とおりだとは思います。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 議会として、人口減少・少子化対策調査特別委員会をやってい

て、その中で婚活というのは非常に重要な課題の中で、いろんな形の結婚というの

は当然出てくるかと思います。その中で必ずしも同居しなければならないという、

今の場合はそういうふうな要件なようですけれども、今の情勢の中で仕事とかそう

いうふうな関係で夫婦それぞれ共稼ぎで別々に勤務地を持って住所をそれぞれに有

するというのはこれからも出てくる可能性もあると思うわけですけれども、ただそ

れでもまず結婚することに対しては奨励したいというふうなのが我々特別委員会で

の意向なのかなというふうな気もしているわけですけれども、その辺のところをま
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ず含んで、要件の緩和を求めたいと思いますけれども、皆さん、いかがでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 勤めている人にとっては、別にどこに住んでいようが、多分市

町村共済とか、社保とかからは出ないのですか、社会保険とかそういう人は。 

〇町民生活課総合窓口担当課長（小林千鶴子君） 婚姻について。 

〇３番（江刺家静子君） うん。 

〇町民生活課総合窓口担当課長（小林千鶴子君）  婚姻は、社会保険はないと思います。

互助会的なところがあるのであれば。 

〇３番（江刺家静子君） 分かりました。さっき委員長が言ったように、結婚のお祝いを

したいという意味では、軽米町ではこうですよと、両方からもらうということはで

きないけれども、何かそういうのがなったらいいなとは思います。 

    以上です。ありがとうございました。 

〇委員長（中村正志君） 私が勝手に言いましたけれども、江刺家委員からもそういう賛

成の意見をいただきました。皆さん方、いかがでしょうか。 

    細谷地委員。 

〇９番（細谷地多門君） さっき委員長がしゃべっていた部分なのですが、私はまだこれ

から議論が必要だと思っていました。私個人的には、やっぱりここの町に住んでも

らって、ここの人口減少に歯止めをかけて、それから少子化対策の観点からも、こ

こを生活の拠点にしていただくという、そのことをまず大体念頭に置いて、その路

線だけは基本的に保ちながら、あとは自由に活動をやっていただくということ。事

情によっては、今江刺家委員が言うように、隣の市とか町に住所を置かざるを得な

くて、勤めの関係もあるよと、それは理解しますけれども、基本的にはやっぱり本

町に住んでもらう、住所もここにやってもらう、そして隣町の仕事も継続的にやっ

てもらうというような方策でいかないと、そういう筋を通した方法でいかないと、

何かあやふやなというのか、もうバランスが崩れるような感じで、肝心の本町の趣

旨、目的がぼやけてくるような気がします。多少要件にかかれば、かする程度であ

っても、それを全部網羅して拾うのかという発想は、俺はあまり好ましくないと思

っていました。そこについては、やっぱり我々は本町に住んでもらうのだ、住所を

ここに移して我が町の町民になってもらうのだというようなことを、これを通して

いかないとということを基本には感じていましたので、いろいろ皆さんがこれから

議論しながら、これはあくまでも私の一人の考えなのですけれども、そういう人も

多いのではないかなと思いますので、これはこれから議論していく余地があると思

っていました。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 確かに２人が住めば一番いいのでしょうけれども、ただ事情に
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よってはそういうケースがこれからも出てくるのだというふうなこともやっぱり我

々も承知しなければならないのではないかなと。それは永遠にそういうわけではな

いと思うのですけれども、仕事の状況の中で。だから、そういうふうないろんなケ

ースを少し検討していただいて、どういう方法がいいのか、幾らかでも婚活が支援

できればいいというのが趣旨だと思うので、その辺も含めて検討いただければなと

いうふうなことでお話ししたので。今我々の決議の中でどうのこうのということで

はなく、まずそういう意見もあったということでご承知おきいただくことで、今回

はこれは終わりにしたいと思いますけれども、よろしいですか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、この件はありがとうございました。 

    続いて、老人福祉のほうをまた。宿題のほうは大丈夫ですか。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） ちょっとまだ返事が来ていないので。 

〇委員長（中村正志君） 残っている部分についてはまた後でということで、では老人福

祉に関して再度続けて質疑をお受けしたいと思いますけれども。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 事業の内容を簡単でいいのですが、地域包括支援センターブラ

ンチ委託料というのは、これはどういう事業でしょうか。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  ただいまの江刺家委員の質問にお答えいた

します。 

    この地域包括支援センターブランチ事業というものですけれども、こちらは役場

の中に地域包括支援センターがあって、総合相談を受けているという状況でござい

ますが、そのサブセンターというふうな形で社会福祉協議会に委託をして、そちら

でも総合相談を受け付けるという内容の事業でございます。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） ということは、これは社会福祉協議会に委託料として全額払う

ということですか。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） はい。 

〇３番（江刺家静子君） ブランチというのが、何か私ちょっと遅い朝食という、そうい

うふうな意味しかよく分からないのですけれども。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  この委託料については、そちらにお支払い

する委託料でございまして、ほとんどが人件費に充てられているという状況でござ

います。 
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    ブランチという名前ですけれども、こちらについては軽米町だけではなくて、全

国的にサブセンターのことをブランチと呼びましょうというような形で推進されて

いる事業でございますので、ブランチと軽米町でも呼んでいるという状況でござい

ます。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） よろしいですか。江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） そうすると、一般の方が行って相談したりなんかするようなあ

れですか。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  総合相談窓口ということになっております

ので、介護等に限らず、いろんなことの相談を受け付けているということでござい

ます。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 役場にもある、社会福祉協議会にもあるというふうなことなよ

うです。 

    ほかにございませんでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） ふれあい共食事業ですけれども、これは今のところコロナの関

係で休んでいたかと思うのですが、また再開するということでしょうか。ちょっと

３年ぐらい休んだので、ボランティアで働いていた人たちも年を取って、なかなか

続けていくのが大変な状況になってきているなと思うのですが、ふれあい共食事業

についてお伺いします。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課総括課長、工藤薫君。 

〇健康福祉課総括課長（工藤  薫君） ただいまのご質問ですけれども、ふれあい共食事

業についてはコロナ禍にあっても、数は減りましたけれども、実施されている地区

は複数ございます。来年度も、そういうふうなことでやってございます。 

〇委員長（中村正志君） 各地区に任せているということでしょう。 

〇健康福祉課総括課長（工藤 薫君） そうです。 

〇委員長（中村正志君） ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） それでは、老人福祉費については以上で終わりにします。 

    続いて、社会福祉施設費ですけれども、指定管理の部分ですけれども、説明あり

ますか。 

    健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  補足説明ということではございませんが、
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ここの中身についてですが、こちらについては書いてあるとおり、老人福祉センタ

ーの修繕料と指定管理委託料、あとはそこに関わる敷地の借上料を計上していると

ころでございます。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 社会福祉施設費に関して質疑ありますか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） なし。続きまして、５目の障害者福祉費に入ります。 

    補足説明お願いいたします。健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  ５目の障害者福祉費についてでございます

が、こちらについてはほぼ同様の事業、昨年と金額等についてもほぼ変わらないと

いうところでございます。 

    補足説明は以上です。 

〇委員長（中村正志君） 以上、説明いただきました。 

    質疑をお受けいたします。質疑ございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、予算計上はないのですけれども、健康ふれあいセンター

運営費は、もう説明終わっているからいいかとは思うのですけれども、よろしいで

すね。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、第１項については終わりにしたいと思います。 

    第２項児童福祉費を議題といたします。第１目児童福祉総務費について補足説明

があればお願いします。 

    健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  それでは、２項児童福祉費の１目児童福祉

総務費についてご説明いたします。 

    予算については、昨年対比で７５４万６，０００円の減となっております。１２

節の委託料でございますが、こちらで軽米町子ども・子育て支援事業計画を令和６

年度中に策定する必要があるため、令和５年度はニーズ調査を実施したいというと

ころで２３１万円を計上しており、コンサル会社に委託をして実施したいというこ

とでございます。ほかに減額の要因といたしましては、給与、手当等人件費の減に

よるものということでございます。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 説明いただきました。 

    質疑をお受けいたします。質疑ありますか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 
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〇委員長（中村正志君） では次、児童措置費も何かありますか。 

    健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  それでは、２目の児童措置費についてご説

明いたします。 

    予算については、前年度と対比いたしまして７７１万３，０００円の減額となっ

ております。こちらの減額の要因でございますが、児童手当の対象児童の減少によ

るものでございます。 

    ちなみに、令和４年度が８６５人を想定して予算計上しておりましたが、令和５

年度につきましては７７６人を想定して予算計上しており、８９人減という形で予

算を措置しております。 

    ちなみに、令和５年度、２月末現在の対象となり得る人数を昨日調べましたけれ

ども、その人数といたしましては７１６人ということになっておりました。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 説明いただきました。 

    質疑をお受けいたします。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 扶助費の中で障害児通所給付費というのがありますが、これは

他の施設に行って何というか。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） こちらの障害児通所給付費でございますが、

こちらは施設に入っているということではございませんで、放課後デイサービス、

障がい者の方がデイサービスを受けるということで放課後に行くことと、あとはご

家族に何かあったときにお預かりするということで短期入所の部分のお金でござい

ます。 

    以上です。 

〇３番（江刺家静子君） 本人に給付するというのではないですか。 

             〔「施設に」と言う者あり〕 

〇３番（江刺家静子君） 施設に給付、払うと。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  こちらについてはサービスでございますの

で、こちらは施設のほうであれをして、国保連にこちらからお支払いするという形

になっております。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 
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〇委員長（中村正志君） では、続いて３目母子福祉費について説明があればお願いいた

します。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  ここは、うちのほうは特にはないです。町

民生活課のほう。 

〇委員長（中村正志君） では、町民生活課と両方またがっているようですので、町民生

活課から。 

    町民生活課町民生活担当課長、戸草内和典君。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君） こちらは、２枚目の重要施策・主要事

業等の３番、子育て環境日本一を目指すまちづくり（子育て・教育）、一番上の医

療費給付事業（乳幼児、児童生徒、妊産婦、ひとり親等）、予算は２，８０３万３，

０００円となっております。 

    ６９ページをお開きください。３款民生費、２項児童福祉費、３目母子福祉費、

１９節扶助費となっております。乳幼児等医療費助成についてご説明いたします。

予算額は２，８０３万３，０００円、内訳としましては乳幼児医療費８０３万円、

妊産婦医療費３００万円、ひとり親家庭医療費５３２万７，０００円、児童及び生

徒医療費１，１６７万６，０００円となっております。乳幼児、妊産婦、独り親家

庭及び小学生から高校生までの児童生徒、未熟児等に対しまして医療費の一部を給

付することにより適正な医療の受診を容易にし、健康の維持を図るとともに生活の

安定と福祉の増進を図ってまいります。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 児童生徒の一部給付という言い方をしたけれども、全額ではな

いの。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君） ああ、そうですね。 

〇委員長（中村正志君） 子育て世代は無料化ではないの。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君） そうでした。 

〇委員長（中村正志君） ですよね。ここは重要な問題なのだよ。 

    説明いただきました。 

    何か質疑あったらお願いします。 

    舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君）  現在の出生数、今年度の出生数、１月現在ではこの間お聞きした

のですが、現在の時点であれから出生はありましたでしょうか。現在何名ですか。 

〇委員長（中村正志君） 町民生活課町民生活担当課長、戸草内和典君。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君）  現在資料が手元にございませんので、

確認の上、後で説明させていただきます。 

〇委員長（中村正志君） 町民生活課総括課長、橋場光雄君。 
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〇町民生活課総括課長（橋場光雄君） 舘坂委員の質問にお答えします。 

    １月現在から増えた分につきましては、２月２８日現在の数字でよろしいでしょ

うか。２月２８日現在で男１１、女１０、合わせて２１名ということになっており

ます。 

〇委員長（中村正志君） ２月２８日現在で２１人の出生数。 

〇町民生活課総括課長（橋場光雄君） はい。そういうことでございます。 

〇委員長（中村正志君） よろしいですか。 

    ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、次に移ります。 

    ４目児童福祉施設費、補足説明をお願いします。 

    健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  それでは、４目の児童福祉施設費について

ご説明いたします。 

    それに先立ちまして、まず最初に重点施策・主要事業等の３番、子育て環境日本

一を目指すまちづくりの中の地域子育て支援拠点事業についてご説明をさせていた

だきます。この事業は、通称ピヨピヨ広場として行っておる事業で、現在青少年ホ

ームのほうで行っております。子育てに対する不安等の解消につなげるために、子

育て中の親子が気軽に集い、打ち解けた雰囲気の中で語り合い、相談し合う相互交

流を行う相談できる場の提供を目的に行っている事業でございます。令和５年度に

開館いたします、かるまい文化交流センターに場所を移して開設する予定となって

おります。その際の備品購入費についても計上しておりますので、ご審議のほどよ

ろしくお願いしたいと思います。 

    予算書では６９から７０ページとなっております。４目の児童福祉施設費につい

て説明します。軽米こども園ほか２保育園の予算と同科目で分かりづらくなってお

りますが、事業費としては１，０１４万１，０００円となっております。内訳とい

たしましては、ピヨピヨ広場の運営に係る経費が２４０万２,０００円、かるまい文

化交流センターでの開設に係る備品購入費が７７３万９，０００円となっておりま

す。２４０万２,０００円のうち、会計年度任用職員２人分のところで１７３万８，

０００円を人件費として見ております。そのほか報酬等につきましては軽米こども

園、小軽米保育園、晴山保育園のほうの人件費となっております。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 説明いただきました。かるまい文化交流センターの関係も含ま

れているということでございます。あとは、保育園等の費用も入っているというこ

とでございます。 
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    質疑をお受けいたします。質疑ございませんでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 児童福祉施設費の報酬、給料なのですが、ここ人数は報酬の人

は何人、給与の人は何人とか分かりますか。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課総括課長、工藤薫君。 

〇健康福祉課総括課長（工藤  薫君） 報酬７，８５６万２，０００円のうち、先ほど言

ったピヨピヨ広場に対するものが２名分、１６５万４，０００円で、あと軽米こど

も園の保育士ですが、合計報酬は２１人、小軽米分が６人、晴山保育園が６人分で

す。給料の部分は調理師です。これらが軽米こども園が２人、小軽米保育園が４人、

晴山保育園が３人分というふうな内訳になっています。 

〇委員長（中村正志君） よろしいですか。ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） なしのようですが、よろしいですか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、続いて５目児童クラブ運営費。 

    健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  ５目児童クラブ運営費でございますが、こ

ちらについては新規の項目もございませんし、予算額等もほぼ同額となってござい

ましたので、補足説明は特にはございません。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 児童クラブ運営費について説明いただきました。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 児童クラブに入所の登録している人数、あと小軽米、晴山から

来ている子が何人ぐらい。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  詳しい人数については、ちょっとここでは

分かりませんので、また調べて午後にでもお知らせいたします。 

〇３番（江刺家静子君） 今年度でも、もし分かるであれば。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） 今年度、今の状況でよろしいですか。 

〇３番（江刺家静子君） はい。 

〇委員長（中村正志君） 今年度という、令和４年度のことでしょう。令和５年度はまだ。 

〇健康福祉課総括課長（工藤 薫君） まだ令和４年度の状況しか分かりませんので。 

〇委員長（中村正志君） まず、ではそれは後でということで。 

    児童クラブは移転するのですか、本当に。 

    健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 
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〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  児童クラブの移転についてでございますけ

れども、こちらについては依然としてワクチン接種の状況が、健康ふれあいセンタ

ーのほうで行っておりまして、そちらのほうがまだ終わる見込みがないということ

で、令和５年度もワクチン接種をしているうちは移転できない状況かなというふう

に考えております。 

〇委員長（中村正志君） 今年度というのは令和５年度という意味。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  令和５年度はということです。令和５年度

もワクチン接種のほうが秋以降にまた本格化してくるというところもあって、いつ

健康ふれあいセンターのほうを使えるかというところがあって、現在健康ふれあい

センター等の事業も幼稚園のほうで行っておりますし、軽米こども園の分園活動に

ついてもそちらで結構行っているという状況でございますので、ワクチン接種が終

わるまでは取りあえず行けないのかなというふうに考えております。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 児童クラブ運営費について、ほかにございませんでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） ワクチン接種の事業と、子供の何かいろんな、パカパカ教室と

か、そういうのをやっていると思うのですけれども、使う時間がちょっとずれるか

ら児童クラブが移るのは大丈夫なような気がしますけれども。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  パカパカ教室とか、うまっこ教室等につい

ては午前中で終わる部分もございますが、午後にかかる部分もございます。それと

あとは乳幼児健診等もあちらで行っておりますし、午後の時間になります。という

ようなこともございますので、あまり同居するのもあれかなということで、まだ行

かない状況で考えてございます。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 児童クラブが今あそこでやっているわけですけれども、２階で

やっているということで、あそこに子供を預けている人も言っていたのですが、下

に誰が来ているか分からないということで、上から例えば下の玄関に監視カメラを

置いて、ちらっと見られるようであればいいのですが、ここは怖いのだよねと、割

と遅い時間まで夕方までいるので、玄関に誰か不審者が来ていても、みんな２階に

いるので気がつかないということがあって、何か防犯上あそこはちょっと危険だな

と私は思って、あそこの人たちも、入れている人たちもそういうことを言っていま

したけれども、照明とか、危ないとは思わないですか。あそこのドアはすごく重い

ドアだったのですが、それも替えてほしいと前に要望したのですが。 
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〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    確かに上と下ということでございます。そこについては当方でもかなり気を遣っ

ている部分ではございますが、何か対策できるようなことがあれば実施していきた

いというふうに思いますので。 

    それとあと、施設の老朽化につきましては、それが教育委員会管理の場所でもご

ざいますので、中にある部分については一部修繕したりとかなんとかはしています

けれども、根本的な部分については今のところまだ考えておりませんでしたが、今

後危険な部分等あれば、そこを解消しながら、まず続けているうちは安全確保に努

めたいというふうに考えております。 

〇委員長（中村正志君） ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） ちょっと休憩します。 

               午前１１時４５分 休憩 

              ――――――――――――― 

               午前１１時４６分 再開 

〇委員長（中村正志君） 再開いたします。 

    児童クラブ運営費については終わりにしてよろしいでしょうか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、もう少し時間があるので、次に進みたいと思います。３

項の災害救助費ですけれども、ここについては何か説明等ありませんか。 

             〔「ありません」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） 特に説明はない。 

    茶屋委員。 

〇１１番（茶屋 隆君） どこで聞けばいいのか分からなかったから、ここで。今日の岩

手日報に防災会議、岩手県の状況が載っていました。軽米町も載っていて、女性が

ゼロというのは軽米町だけだということで、その防災会議というのはどういう役割

をして、どのようなことをやっているのかというのも、私認識不足でちょっと分か

らないでいましたけれども、これいろいろ読んでみてもちょっと分からなかったの

ですけれども、防災会議というのはどのような会議なのか、ご説明いただきたいと

思います。 

〇委員長（中村正志君） 消防費であるそうです。消防費でやりましょう。 

〇１１番（茶屋 隆君） 消防費。私見落としてしまって。 

             〔「そのほうがいいんだ」と言う者あり〕 

〇１１番（茶屋 隆君） 分かりました。申し訳ありません。では、後で。 
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〇委員長（中村正志君） では、災害救助費については終わって、民生費は終わりにした

いと思います。よろしいですか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） あと１０分ぐらいあるので、説明だけで終わるかもしれないけ

れども、次４款衛生費に入ります。では、４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健

衛生総務費について補足説明等があればお願いします。 

    健康福祉課健康づくり担当課長、工藤晃子君。 

〇健康福祉課健康づくり担当課長（工藤晃子君） ご説明させていただきます。 

    １目保健衛生総務費についてでございます。予算書のページは７２ページから７

４ページまでとなっております。今年度の予算額は４，７９７万４，０００円で、

前年に比較して９０３万５，０００円の増となっております。主な要因は、職員の

人件費でございます。この目の主な事業は、精神保健事業の事業費でございまして、

高齢者や精神的な不調を訴える方への相談、訪問活動の実施と精神科医師による心

の相談、自殺予防に関する研修会などの実施により自殺予防に努めておるところで

ございます。 

    また、令和５年度は健康かるまい２１プランの策定年度でございますので、健康

かるまい２１プランアドバイザー謝礼１７万６，０００円、印刷製本費６６万円、

通信運搬費１８万８，０００円など策定に係る予算を計上させていただきました。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 保健衛生総務費については、以上で説明が終わりました。 

    自殺の関係等はここでいいの。 

〇健康福祉課健康づくり担当課長（工藤晃子君） そうです。 

〇委員長（中村正志君） 自殺の状況を説明いただけますか、軽米町の現状。 

    健康福祉課健康づくり担当課長、工藤晃子君。 

〇健康福祉課健康づくり担当課長（工藤晃子君）  令和４年度のところでは、人数で言い

ますと総務省などのホームページに公表しているのですが、４名となっております。

年代で見ますと働き世代、働き年代の方の男性と、あとは高齢者の割合が高くなっ

ているような状況でございます。 

〇委員長（中村正志君） では、保健衛生総務費に関して説明いただきましたので、質疑

をお受けしたいと思います。質疑ございませんでしょうか。 

    自殺の関係の状況を説明いただきました。軽米町は岩手県で１番ですか。 

    健康福祉課健康づくり担当課長、工藤晃子君。 

〇健康福祉課健康づくり担当課長（工藤晃子君）  上位のほうであるかと認識をしており

ます。 

             〔「今年は多くなっている」と言う者あり〕 
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〇委員長（中村正志君） 今年は多いの。 

             〔「今年は多い」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） 令和４年度のこと、今年は。 

〇健康福祉課健康づくり担当課長（工藤晃子君）  はい。二戸管内、高いところに位置し

ているのですけれども、何位かは分かりませんけれども、高いほうであると認識し

ております。 

〇委員長（中村正志君） ワーストにあるということであれだったか。いずれ自殺率は高

いというふうな状況であるということです。 

    なかったら、次に入らせていただきたいのですけれども、よろしいですか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、２目の母子保健活動費について説明をお願いします。 

〇健康福祉課健康づくり担当課長（工藤晃子君）  ２目母子保健活動費でございます。予

算書は７４ページから７７ページまでとなっております。 

    主な事業としましては、重点施策・主要事業等の３、子育て環境日本一を目指す

まちづくりの３つ目、子育て世代包括支援事業、４つ目、妊産婦乳児健康診査事業

及び交通費助成事業でございます。 

    初めに、子育て世代包括支援事業の７９６万８，０００円の事業費でございます。

子育て支援包括支援センターめごかるによる総合相談、子育てに関する学習会など

を実施することとしております。 

    また、１９節扶助費にあります出産・子育て応援給付金でございますが、令和４

年度の実施に際しましては２月に補正予算で承認をいただきました事業ですけれど

も、令和５年度も継続をするために４００万円を計上いたしております。出産・子

育て応援給付金ですが、妊娠時から出産、子育てまでの相談支援と給付金を支給す

る経済的支援、この２つの組合せで実施するものでして、身近で相談できる安心感

と孤立を防止することを目的とした事業でございます。 

    次に、妊産婦乳児健康診査事業及び交通費助成事業７８９万８，０００円の事業

費でございます。こちらのほうは、妊産婦健診、乳児一般健康診査などの費用と交

通費を助成することによって、妊娠、出産に係る経済的負担軽減を図り、安心して

妊娠、出産ができる環境を整えるものでございます。令和５年度は新たに弱視の早

期発見を行う目的で、３歳児眼科健診を実施するところでございます。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 母子保健活動費について説明いただきました。 

    質疑をお受けいたします。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 不妊に悩む方への特定治療支援事業助成金、これ２０万円と、
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大体何人を想定していましたか。２人ですか、１人くらい。 

〇委員長（中村正志君） 休憩します。 

               午前１１時５５分 休憩 

              ――――――――――――― 

               午前１１時５６分 再開 

〇委員長（中村正志君） 再開します。 

    健康福祉課健康づくり担当課長、工藤晃子君。 

〇健康福祉課健康づくり担当課長（工藤晃子君） １０万円で２人ということです。 

〇委員長（中村正志君） ほかにありますか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 関連して、役場の職員でも不妊治療に関する休暇といいますか、

それが国家公務員に２年ぐらい前にできて、それで市町村でもそういうのをやるこ

とになっているのですが、軽米町では条例とかつくっているでしょうか。女性に限

らず男性職員の場合も不妊治療のための休暇というのがあるのですけれども、いか

がでしょうか。 

〇委員長（中村正志君） 役場のことだけですね。職員のことですね。 

〇３番（江刺家静子君） 役場職員の特別休暇というか。 

〇委員長（中村正志君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君）  条例のほうは整備していると思われますが、今確認し

て再度お答えさせていただきます。 

〇委員長（中村正志君） ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） よろしいですか。あったら午後にやってください。 

    時間、もうお昼に近くなりましたので、まずもしあったときはここを継続したい

ということで、お昼の休憩に入らせていただきたいと思います。 

    １時まで休憩といたします。 

               午前１１時５７分 休憩 

              ――――――――――――― 

               午後 零時５７分 再開 

〇委員長（中村正志君） それでは、全員おそろいのようですので、午後からの審議を始

めたいと思います。 

    再開に当たりまして、新たに傍聴者が１名希望が出てきておりますので、許可し

たいと思います。 

    なお、本田委員が午後から欠席届が出ておりますので、許可いたします。 

    それでは、続けたいと思いますけれども、午前中の中で答弁漏れがあったようで
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すので、そのことについて、初めに総務課総括課長、福島貴浩君よりお願いいたし

ます。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君）  午前中、江刺家委員のご質問で、軽米町職員の出生サ

ポート休暇体制についてはどのようなものがありますかというご質問にお答えいた

します。 

    職員及び会計年度任用職員含みますけれども、軽米町職員の勤務時間、休日及び

休暇に関する規則の中で、令和４年４月１日から適用になってございます。特別休

暇の第８条の７項でありますけれども、職員が不妊治療に係る通院等のため勤務し

ないことが相当であると認められる場合、一の年において５日（当該通院等が体外

受精及び顕微授精に係るものである場合に当たっては１０日）の範囲内の期間が与

えられることとなっております。 

    以上、答弁とさせていただきます。 

〇委員長（中村正志君） 答弁いただきました。このことについて、江刺家委員、よろし

いですか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 条例というか、制度ができたということで、よかったなと思い

ますけれども、職員は皆さん知っているかと思うのですが、なかなか休みを取りに

くいというので、遠慮しているというか、勤務の場所にもよると思うのですけれど

も、そういう制度を活用したい人があった場合にはぜひ応援というか、まず取りや

すいような仕事とかに援助していただきたいなと思います。ありがとうございまし

た。 

〇委員長（中村正志君） そのことについての実績とかございますか。 

    総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君）  実績等、４月１日から適用になるものでございますの

で、今おっしゃるようなとおりの対応でいきたいと思います。 

〇委員長（中村正志君） では、この件については終わりたいと思います。ありがとうご

ざいました。 

    続いて、健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君より午前中の答弁漏れについて

お願いします。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  それでは、午前中にいろいろご質問あって

答弁できなかった部分についてご説明をいたしたいと思います。 

    まず最初に、老人ホーム等の介護老人保健施設等の入所条件の違いでございます

が、介護老人福祉施設、いわゆる特養のところでございますが、特別養護老人ホー

ムいちい荘、くつろぎの家等でございますが、こちらにつきましては寝たきりや認

知症により日常生活において常に介護が必要で、自宅では介護が困難な方が入所さ
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れます。食事、入浴、排せつなどの日常生活介護や療養上の世話が受けられるとい

うことで、原則要介護３から５が対象となります。 

    続きまして、介護老人保健施設、軽米町の中では介護老人保健施設花の里かるま

いがございます。こちらは、病状が安定している人に対し、医学的管理の下で看護、

介護、リハビリテーションを行う施設でございます。医療上のケアやリハビリ、介

護を一体的に提供し、家庭への復帰を支援するということで、こちらは要介護１か

ら利用可能ということでございます。 

    入所条件等については以上でございます。 

    続きまして、入所判定委員会の委員の人数等でございますが、こちらは医師が２

名、保健所の所長と、あと保健所の担当者、あとは私、午前中ちょっと間違えまし

て、入所判定委員会は特養だと申し上げましたが、こちらがちょっと間違いでござ

いまして、特養ではなく養護老人ホームだけのことなようでございます。二戸管内

では二戸市にある紅梅荘しかないよということで、そちらに入所申込みの希望があ

って、入所判定をしなければいけないという場合に二戸の合庁におきまして毎月開

催をされていると。希望がない月については開催されないということではございま

すが、基本的には毎月開催するというような状況のようです。プラス４市町村の担

当者がそこの中に入って、全部で９名で判定をしているという内容のようでござい

ます。 

    それと次に、いきいきシルバー活動総合支援事業のことでございます。こちらに

ついては、令和３年度の状況でございますが、会員数が５９名で、受託事業が３，

４３０件あったということでございます。依頼者は全部で５４０名あったというこ

とで、会員の内訳は男性が３７人、女性が２２人となっております。 

    今年度の状況でございますが、今年度についてはちょっと受託件数についてはま

だ集計していないようなので、そこについてはご容赦願いたいと思います。会員数

が今年度は６４名いらっしゃると。男性が４５人、女性が１９人という内容になっ

ているようでございます。 

    インボイス制度についてでございますが、既に登録済みということでございます。 

    あと、独居老人の方とかの除雪の件でございますが、シルバー人材センターがあ

りますけれども、社会福祉協議会のほうで以前は行っていたと、スノーバスターズ

という名前で活動していたようでございますが、現在は除雪についてシルバー人材

センターで有料で請け負っていることから、社協のほうではその活動を今現在はや

っていないというような状況のようでございます。 

    あと次に、放課後児童クラブの利用人数の件についてご説明いたします。一概に

何人という形ではちょっと申し上げられない部分があります。というのは、月によ

って登録者数がかなり変動があるので、大体これぐらいということでお話しさせて
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いただきますが、令和３年度は登録者数が少ない月で４２人、多い月ですと６７人

ございます。うち晴山から来ている方が少ない月で２人、多い月だと９人、小軽米

については少ない月で１０人、多い月で１１人という内容になっております。かな

り変動が大きい部分については、特にも夏休み、冬休み、春休みのあたりに利用の

登録が増えてくるということでございます。 

    令和４年度の状況、現在までの状況を申し上げますと、登録者数については、今

までで少ない月で４７人、一番多い月ですと７４人となっております。うち晴山が

少ない月で３人、多いときで１３人、小軽米が少ない月で７人、多いときで１０人

という内容となってございます。 

    以上、説明といたします。 

〇委員長（中村正志君） 午前中での答弁漏れについて説明いただきました。このことに

ついて、江刺家委員、よろしいですか。質問ありますか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 令和５年度もタクシーで送迎するということなようですけれど

も、できればそこの学校ごとにあればいいのだなと思いました。小軽米は特に７人

から１０人、晴山もこれ多いのは夏休み、冬休みのときでしょうか。７人とかとな

っているのですが、そうすると車は２台で来ているのですか、タクシー。 

             〔「ジャンボタクシー」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） 車がないときは２台になったり、基本的に

はジャンボタクシーで送迎をしているようでございます。 

〇委員長（中村正志君） あと、晴山とか小軽米に設置するのとタクシーでやるのとのメ

リット、デメリットの関係があるでしょうから。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  児童クラブの設置につきましては、現在軽

米だけに設置しているという状況でございます。というのは、そこで子供たちを見

守る支援員の方々についてですが、これは資格が必要でございます。支援員の資格

というのが支援員補助をやって何年か経験をしないとその試験を受けられないとい

う状況でございまして、実際その資格を持っている方がほとんど少なく、いないと

いうような状況でございます。ですので、それを３か所に分けてやるということが

困難なことから、タクシーでやむなく送迎をしているという状況でございますので、

ご理解をお願いします。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） よろしいですか。 

〇３番（江刺家静子君） ありがとうございます。 

〇委員長（中村正志君） では、午前中の分については終わりにさせていただきたいと思
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います。 

    それでは、午後になりましたので、継続して…… 

             〔「２目ですか」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） ２目の母子保健活動費、続きでお願いいたします。ありますか。 

             〔「２目の１９節」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） どうぞ。 

             〔「扶助費」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） ここでいいですよ。 

    舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君）  １９節の扶助費、この中の不妊に悩む方への特定治療支援事業助

成金２０万円ということで説明いただきましたが、不妊治療の予算はこのほかにも

どこかにありましたっけか。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課健康づくり担当課長、工藤晃子君。 

〇健康福祉課健康づくり担当課長（工藤晃子君）  町の予算で上げているところはここの

項目になります。ただ、この事業は県が行っている事業が同じ内容でございまして、

そちらのほうには、確かな記憶ではないのですが、県のほうではその対象になった

方には２０万円の給付をしております。市町村は、軽米町は、その対象になった方

にプラス１０万円を支給するというような内容で行っている事業でございます。 

〇委員長（中村正志君） 上乗せしているということですね。 

    舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君）  今、人口減少、少子化が本当に大変なテーマになっている、課題

になっているわけですが、やはり不妊治療ですか、この辺にはもっと町でも力を入

れるべきではないのかなと思っていました。今までは私らの認識も大分間違った認

識をしていまして、大抵は私ぐらいの世代だとほとんど女性のほうに問題があるの

ではないかというふうな、今まではそういった認識だったわけです、私も含めて。

男性にも大いに本当は原因があるのだと、半分以上は男性だというふうな医学的見

地からは何かそういうような報告されていまして、やっぱりそういった女性だけで

なく男性の不妊治療のほうにもっと役場でも助成、支援、また啓発活動も大事だと

思うのです。やっぱり積極的に男性にも、そういった治療を受けてもらう。予算的

な面もかなり措置してあげないと、２０万円足らずの予算では非常に厳しいなと思

っていました。治療もうまくいかないと、今度は人工授精、体外受精とステップが

進んでいくわけですから、そうなると高額の助成、支援がないと、なかなか一歩前

に進めないというふうな状況だと思います。この辺のもう少し支援が必要なわけで

すが、不妊治療の分野をもう少し手厚く支援、啓発、男性も治療しないと駄目なの

だよというふうなことが大事かなと思っていました。 
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    結構おられますが、結婚して１０年たっても子供ができないというふうなご夫婦

が私の部落にもいます。かなりといいますか、部落の割合、戸数からいえば２軒は

ありますから、そういったのを具体的に家族と話ししたことはないのですが、ただ

旦那さんと飲み会とかそういうときの話になれば、飲んでいる席の話なのだけれど

も、やっぱりできない、何かそういった治療法があるのは知っているけれども、高

額だというふうな、相談ではないのですが、そういう話を聞いていまして、やっぱ

りそういった治療から啓発含めて支援ももっと拡充が必要ではないのかなと思って

いました。人口減少の時代に、本当にここに力を入れていかないと駄目ではないの

かなと思っていましたが、町長はこの辺はいかがお考えでしょうか。 

〇委員長（中村正志君） 今後のことも含めて、町長からのお考えをお願いします。 

    町長、山本賢一君。 

〇町長（山本賢一君）  今、舘坂委員からご提言がありました、本当に全くそのとおりだ

と思っております。今後そういった実態も含めて、そういったところでも拡充して

いきたいと思っています。 

    以上であります。 

〇委員長（中村正志君） 拡充していきたいという話でした。 

    舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君）  町長から今も力強いお言葉をいただいたわけですが、そのほかの

子育て支援策なのですが、これまで町長は本当に自分で自負するぐらいの子育て支

援策を打ってきたのは非常に評価しているわけですが、ただ今日この頃、今日とい

ますか、全国的にテレビ報道等を見ていれば、すごい規模で各自治体が子育て支援

策を打ち出しているわけで、軽米町ももう一歩支援策を新たに踏み込んで、まだま

だやるべきことはたくさんあるのではないのかなという気がしています。 

    町長はその辺は、今まで自分が行ってきた子育て支援策は、現状のままでは満足

していないだろうとは私は町長の胸中を察するわけですが、町長はその辺は今まで

やってきた支援策をどう捉えて、今全国の自治体で様々やっているわけですが、そ

の辺はどういうふうな感じ方を持っておられるのか所見を伺いたいのですが、よろ

しいでしょうか。 

〇委員長（中村正志君） 町長、山本賢一君。 

〇町長（山本賢一君）  私も子育て支援日本一を目指しながら継続的にやってまいりまし

た。今７７項目にわたってやっているわけでございますけれども、町民の方々と一

体となって、さらにまたいろんな子育て支援ができないかどうかというのは模索し

てまいりたいというふうに思っております。これは少子化対策にもつながることで

ありまして、やはり子育ては社会全体で担っていかなければならないと。今様々家

族の在り方、核家族化、それからまた地元に若い人たちがどんどん、どんどん少な
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くなっていく、いろんな少子化が進行する材料が非常にどんどん、どんどん課題が

増えておりますので、そういったところを一つ一つ洗いながら社会全体、町全体で

子育てを支援しながら、そしてまた若い人たちに地元に残っていただく、あるいは

また町外からも若い世代の方々が来て子育てをしていただくと、そういった環境づ

くりに今後とも一生懸命頑張ってまいりたいと思っております。 

    以上、答弁とさせていただきます。 

〇委員長（中村正志君） 舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君）  今、町長から伺ったわけですが、東京都のように１人１か月１０

万円をやれということは申しませんが、やはり今まで町長がやってきた支援策を見

ればトップランナーぐらいでは走ってきたのかなとは思っています。ただ、これか

らは先ほどの出生の話を聞いても３０人は到底とどかないようだと、年間の出生が。

２１人ということですから、本当に危機的状況だという認識であるわけですので、

いま一歩、もう少しさっき私が述べた不妊治療の関係とかの支援策、安心して育て

られるような支援がまだまだ必要だなと感じていますので、その辺は全国的な支援

策を精査しながら、思い切ったことをやってもらえることを期待して終わります。 

〇委員長（中村正志君） 承ったということで。よろしいですか。 

    では、ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では次に、３目の予防費についてお願いいたします。 

    健康福祉課健康づくり担当課長、工藤晃子君。 

〇健康福祉課健康づくり担当課長（工藤晃子君）  ３目予防費でございます。予算書は７

６ページから７７ページとなります。重点施策・主要事業等は、２、一人一人がい

きいき暮らすまちづくりの２つ目、予防接種事業１億２７８万円の事業費でござい

ます。 

    事業といたしましては、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業とその他

予防事業の２つから成っております。本年度の予算額は１億２７８万円で、前年度

に比較して１，１６２万３，０００円の減となっております。主な要因は、新型コ

ロナウイルスワクチン接種に係る経費の減額でございます。 

    初めに、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業につきましては、会計年

度任用職員の人件費ほか７，４２４万３，０００円の事業費となっております。当

初予算積算時期には、まだ令和５年度の国の方針が定まっていない状況でしたが、

全住民対象に１回の接種ということを想定して積算をしたものでございました。現

在国のほうでは、２０２３年春夏接種として５月から８月に重症化リスクの高い人

に対して接種を行い、さらに２０２３年秋冬接種として９月から１２月に接種可能

な全ての人を対象に接種を実施することとするというふうな案が示されておる状況
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です。今後最終的な結論が出て国の方針が示される予定ですので、方針どおりに適

切に接種を実行してまいりたいと思っております。 

    次に、その他予防事業費につきましては、２，８４３万８，０００円の事業費で

ございます。主な事業は１２節委託料のうち予防接種委託料２，３７０万８，００

０円と緊急風しん抗体検査委託料１５８万２，０００円でございます。インフルエ

ンザ予防接種につきましては６５歳以上の方、６か月から高校生及び妊娠中の女性

の予防接種の費用を２，５００円助成するというのは令和５年度も継続をして計上

させていただきました。 

    説明は以上です。 

〇委員長（中村正志君） あわせて、この資料を。皆さんにお配りしてある軽米町新型コ

ロナワクチン接種状況について、２枚物、これについて説明をお願いします。 

〇健康福祉課健康づくり担当課長（工藤晃子君）  では、資料を御覧いただきたいと思い

ます。 

    軽米町新型コロナワクチン接種状況ですが、１枚目のところに３回目接種という

欄が下のほうにあります。これは２月末現在の接種の状況となっておりますが、３

回目接種の町全体の接種の状況は右下、８１．８％というふうな接種率となってお

ります。年代別で見ますと６５歳以上の方が９４．１％で最も高く、４０歳以上６

４歳までのところでは、いずれも８０％を超えるというような接種の状況になって

おります。あと左端、ゼロから４歳の接種は昨年１１月に開始をしたところであり

ますし、５から１１歳につきましては３回目接種につきましては１０月から開始を

したというような状況となっております。若い世代、２０歳から２９歳とか３０歳

から３９歳のところが少し接種率が低めなところでありますけれども、全国的に同

様な傾向であります。また、オミクロンワクチン接種の開始のあたりから３０代、

２０代の若い方の感染が増加をしていた時期に当たってしまいましたので、そこで

接種予約をしていてもキャンセルをするという方も多く見られたというような状況

がありました。もう一枚のほうは、４回目、５回目接種です。 

    次、２つ目になりますが、軽米町新型コロナワクチン接種状況のオミクロン対応

の接種のところでございます。９月２７日からオミクロンワクチンに切り替えて接

種をしているところでございますが、接種の状況というのは全体で６４．７％とい

うような接種率の状況になっております。 

    オミクロンのワクチンというのは、１人１回の接種というふうに決められており

ますので、３回目でオミクロンを受ける方もありましたし、４回目接種でオミクロ

ンを受けた方、５回目接種でオミクロンを受けた方というような様々な状況があっ

たところでございます。 

    それから、接種勧奨についてどのような周知をしているかというところでござい
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ましたが、広報お知らせ版と、あとはホームページを使いまして、必要な時期を捉

えて頻回に周知を行ってまいりました。ワクチン接種については、自分の健康を守

るだけではなくて、周りの人の感染防止にもなりますよ、ぜひご検討くださいとい

うような内容の周知なども行っておりましたし、若い世代に向けたリーフレットな

どもホームページで公表して接種を勧奨しておりました。現在は３月までの接種の

日程を載せて、期間中に受けられるように周知をしておるところです。５月以降の

接種につきましても、丁寧な周知をして実施をしてまいりたいと考えております。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 説明をいただきました。 

    では、質疑をお受けいたします。質疑ございますでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 委託料の中に、コールセンター、会場運営業務及び予約システ

ム運用委託料の予算がありますけれども、コールセンターはまだ活用しなければな

らないのでしょうか。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課健康づくり担当課長、工藤晃子君。 

〇健康福祉課健康づくり担当課長（工藤晃子君）  令和５年度接種につきましても、やは

り対象者が、まず５月から８月対象の方を試算したところでも３，０００人から４，

０００人という人数になっておりますので、コールセンターでの予約を取るという

システムは継続をしたいと考えております。 

〇委員長（中村正志君） ほかにございませんでしょうか。コロナワクチン接種状況も含

めてお願いいたします。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） ないようですので、次に入らせていただきたいと思います。 

    それでは、４目保健事業費について説明をお願いいたします。 

〇健康福祉課健康づくり担当課長（工藤晃子君）  ４目保健事業費、予算書は７７ページ

から７８ページとなります。重点施策・主要事業等、２の３つ目になります。後期

高齢者保健事業、事業費９６４万４，０００円もこの中に含まれております。 

    主要事業として上げております後期高齢者保健事業につきましては、後期高齢者

健診、後期高齢者歯科健診を行うほか、高齢者の保健事業と介護予防の一体的な事

業を実施するということとして、岩手県後期高齢者医療広域連合の委託により実施

をするものでございます。 

    内容は、高齢者の健康課題を分析し、訪問指導及びフレイル予防を目的とした集

団健康教育を実施するものでございます。令和４年度は高血圧予防の訪問指導を実

施しておりました。 

    事業費の内訳は、訪問指導及び健康教育を実施する会計年度任用職員１名の人件
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費合わせて４１２万円と１２節の委託料、基本健康診査委託料１，１１７万３，０

００円のうち５２０万７，０００円、それから後期高齢者歯科健診委託料が８万円、

１３節の使用料及び賃借料の自動車借上料２３万６，０００円となっております。 

    ４目のそのほかの事業といたしましては、主に健診事業となりますが、事業費は

１２節委託料の基本健診委託料、がん検診委託料、骨粗鬆症検診委託料、歯周病検

診委託料及び健康診査等問診票印刷業務委託料でございます。基本健診、がん検診

を実施し、疾病の早期発見、早期治療と同時に健康教育を実施しまして、生活習慣

病予防の推進を図ることとしております。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 説明いただきました。保健事業費について質疑をお受けしたい

と思います。何か質疑あればお願いいたします。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 後期高齢者になると健診の項目が何か減るというふうに聞いた

のですが、どういう項目がなくなるのですか。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課健康づくり担当課長、工藤晃子君。 

〇健康福祉課健康づくり担当課長（工藤晃子君）  ７４歳までの方は特定健診という内容

で実施をしております。そちらと比べますと腹囲の測定がなくなるということと、

あとは眼底検査につきまして、これは特定健診の項目ではないのですけれども、町

として独自に行っている検査なのですが、７４歳以下の方は全員行っていますが、

高齢者健診については含まれておりません。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） よろしいですか。江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 後期高齢者になれば、行って並んでいても、あなたはこれやら

なくてもいいよと結構いっぱいやらなくてもいいというか、やってもらえない検査

があってショックだったという話も聞いていました。私の要望なのですけれども、

耳鼻科と眼科といいますか、やっぱり高齢になれば誰しも耳が遠くなったり、また

目もよく見えなくなるので、本当は視力とか聴力の検査も入れてほしいのですけれ

ども、こういうのはどうでしょうか。自己負担というか、軽米町の独自の予算でそ

うするとやらなければならないのか、その辺をお伺いします。 

〇委員長（中村正志君） 健康福祉課健康づくり担当課長、工藤晃子君。 

〇健康福祉課健康づくり担当課長（工藤晃子君）  後期高齢者健診の委託料の内容とは別

になりますので、町独自の検査内容ということにはなります。 

    耳鼻科の健診につきましては、以前にもご提言いただいておりましたので、今回

予算を立てるに当たりましては健診機関であります予防医学協会のほうに確認を取

りました。予防医学協会、検査機関のほうでは、耳鼻科の健診に関しては、聴力の
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検査に関しては、職場などの産業健診のところではやっているけれども、地域保健、

市町村の健診などのところでは実施をするスタッフを確保できないというところで、

県内どこでもやっていないというような健診機関のお話でございました。 

〇委員長（中村正志君） だから、できないということでいいですね。 

〇健康福祉課健康づくり担当課長（工藤晃子君）  ええ。できないと思い、令和５年度も

予算は計上しておらないところでございます。 

〇委員長（中村正志君） ということです。よろしいですか。 

〇３番（江刺家静子君） はい。 

〇委員長（中村正志君） ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、予防費については終わります。 

    続いて、５目環境衛生費に入ります。ここは、みんな町民生活課の分ですか。 

             〔「みんなではない」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、町民生活課の分で説明をお願いいたします。 

    町民生活課町民生活担当課長、戸草内和典君。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君）  それでは、４款１項５目環境衛生費に

ついて、主要部分についてご説明申し上げます。 

    予算書のページは７８ページです。まず、第１０節需用費の修繕料ですが、毎年

の定期点検及び年次修繕計画に伴い、火葬炉の部分的な修繕が必要なことから、台

車ブロック打ち替え、コンプレッサー点検修繕、パイロスクリーン交換修繕として

２４２万円を計上しております。 

    また、有害鳥獣捕獲等委託料につきまして、近年熊のわなの設置の件数が増加傾

向にあることから、委託料の増額として、前年度比プラス１２万円増の４４万９，

０００円となっております。 

    次に、住宅付近にもハクビシン等の有害鳥獣が出没するようになりました。これ

に伴いまして、貸出し用といたしまして小型鳥獣に対応できる、わなの免許が不要

な大きさの箱わな１個、殺傷用の電気止め刺し機１セット、蜂用防護服１セット、

１５万２,０００円を計上しております。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） あわせて、地域整備課のほうから浄化槽の関係の説明があるよ

うですので。 

    地域整備課上下水道担当課長、寺地隆之君。 

〇地域整備課上下水道担当課長（寺地隆之君）  ５目から地域整備課所管の主なものにつ

いて説明させていただきます。 

    １８節の負担金、補助及び交付金でございますが、下から１行目、２行目となり
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ます。いずれも継続事業でございます。浄化槽設置整備事業費補助金といたしまし

て、９４８万円を計上してございます。前年度と同数、７人槽２０基分を計上して

おりますが、国と県の補助基準額が新年度より増額されることによりまして、前年

度と比較して６６万円の増額の予算をお願いするものでございます。 

    次に、飲用水確保対策事業補助金につきましては、前年度と同額の２００万円を

計上しております。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） ありがとうございました。町民生活課と地域整備課から説明い

ただきましたけれども、まず先に座っていますので、課を分けて聞きたいと思いま

す。 

    では、地域整備課分についての質疑を先にお願いいたします。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 浄化槽の設置のときに住宅リフォームのほうも併せてというか、

トイレも改修したら、どっちも申請できますよね。 

〇委員長（中村正志君） 地域整備課上下水道担当課長、寺地隆之君。 

〇地域整備課上下水道担当課長（寺地隆之君）  ただいまの江刺家委員のご質問でござい

ますが、併用可能でございます。併せてご利用いただければと思います。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では次、町民生活課分の説明を先ほどいただきましたけれども、

鳥獣被害等の関係で説明ありました。 

    質疑をお受けいたします。質疑ございませんでしょうか。公園については後から

でもいいの。ございませんか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 私は見たことがないのですが、何かイノシシが結構出ていると

いうことなので、イノシシだったらどういう、やっぱり電気柵とかそういう方法な

のかなと、どうでしょうか。 

〇委員長（中村正志君） 町民生活課町民生活担当課長、戸草内和典君。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君） 江刺家委員のご質問に答弁いたします。 

    イノシシにつきましては、基本的にわなでの捕獲となります。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） イノシシについては、わなであると。有害鳥獣駆除については、

また出てくるということかな、産業振興課にもあるということ。 

             〔何事か言う者あり〕 
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〇委員長（中村正志君） ここの分だけで、まず先に。よろしいですか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、終わります。 

    次、６目後期高齢者医療費についてお願いいたします。 

    町民生活課町民生活担当課長、戸草内和典君。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君）  補足説明はございませんが、特別会計

のところで詳細の部分について説明させていただきたいと思っております。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） では、ここの分については特別会計で審議したいと思いますの

で。 

    次の健康ふれあいセンター運営費、先ほど社会福祉費で廃目になったようですが、

また新たに。 

    健康福祉課総括課長、工藤薫君。 

〇健康福祉課総括課長（工藤  薫君） ８０ページ、７目健康ふれあいセンター運営費で

ございます。３款民生費、６７ページで廃目としました健康ふれあいセンター運営

費ですけれども、科目替えで今回こちらのほうに新設させていただきます。健康ふ

れあいセンターの管理に要する費用を計上してございます。例年どおりでございま

す。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 施設の管理費というふうな考え方のようです。 

    このことについて質疑ありましたらお願いいたします。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） よろしいですか。では、終わります。 

    続いて、４款衛生費、第２項清掃費、１目清掃総務費と、併せて２目の塵芥処理

費も含めて説明をお願いいたします。 

    町民生活課町民生活担当課長、戸草内和典君。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君）  １目につきましては、記載のとおりで

ございます。 

    ４款２項２目塵芥処理費でございますが、主要な部分についてご説明申し上げま

す。１２節の委託料の生ごみ処理実証試験委託料ですが、一戸町との生ごみの消滅

処理実証試験委託業務につきまして、昨年の１１月をもちまして一戸町の消滅菌の

処理者の方が亡くなったことから事業の継続が不可能となってしまい、令和５年度

から新しい実証試験を行うための予算とし、前年度より１４４万５，０００円減額

し、１１万５，０００円となっております。 

    次に、ごみ収集員控室整備工事設計監理業務委託料ですが、１１１万４，０００
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円計上しております。内容につきましては、老朽化した収集員控室を来年度、軽米

地区クリーンセンターへ建築するためのものでございます。あわせて、１４節工事

請負費にごみ収集員控室整備工事費７５３万９，０００円を新たに計上してござい

ます。よろしくお願いいたします。 

    あと、１２節委託料に高齢者ごみ出し支援事業収集業務委託料として１０３万７，

０００円計上してございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） ２項清掃費、清掃総務費はこのとおりのようですけれども、塵

芥処理費、ごみ収集関係だと思いますけれども、これについて生ごみ処理が変わっ

たという、新たにということになっていましたけれども、どのように変わったので

しょうか。 

    町民生活課町民生活担当課長、戸草内和典君。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君）  これまでは４月から一戸町のほうの施

設に生ごみを運搬しまして消滅処理してございましたが、昨年の１１月、その消滅

処理の菌を所有している方が亡くなったことから、事業の続行が不可能となり、一

戸町との生ごみ処理ができなくなったところでございます。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） だから、どのように。新規に何かやるということ。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君）  これから生ごみ処理をできるところを

探して、できるかどうか試験するときに使用するための予算として１１万５，００

０円計上してございます。 

〇委員長（中村正志君） 収集方法はどうなるの。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君） 直営で。 

〇委員長（中村正志君） 収集はするということ。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君） はい。 

〇委員長（中村正志君） 生ごみ処理に関して、何か状況が変わっているようですけれど

も。 

    町民生活課総括課長、橋場光雄君。 

〇町民生活課総括課長（橋場光雄君） 処理について追加で説明させてもらいます。 

    昨年の令和４年の予算で４月から一戸町のほうに生ごみの共同処理ということで

協定を結んでやっておりましたけれども、先ほど担当課長言うように、一戸町のほ

うでは共同処理がもうできないということで１１月に協議を受けまして、軽米町と

一戸町の協定は１１月３０日をもって生ごみ処理の共同処理は終了させてもらって

おります。 

    新たな方法として、これから生ごみをそのままにすることできないので、新たな
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実施方法として近隣市町村等の処理状況を視察しながら、もし頼めるところがあっ

たら、また新たな方法を見つけるために委託料のほうをいただきたいということで

ございます。 

    あと、実際の収集につきましては、今のやはり処理するために分別収集しないと、

生ごみ処理をやめてしまうと、また最初からスタートになりますので、現在は直営

で分別の形でごみ収集のほうをさせてもらっています。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 茶屋委員。 

〇１１番（茶屋 隆君） そうすれば、今集めた生ごみはどのように処理しているのです

か。 

〇委員長（中村正志君） 町民生活課総括課長、橋場光雄君。 

〇町民生活課総括課長（橋場光雄君）  分けた形で、可燃ごみとして今は処理させてもら

っています。すみません、ちょっと説明が抜けました。失礼しました。 

〇委員長（中村正志君） 収集方法は変わらないのだけれども。 

〇町民生活課総括課長（橋場光雄君） 分別では残したまま可燃ごみで。 

〇委員長（中村正志君） ごみの量が増えているということですね。 

〇町民生活課総括課長（橋場光雄君） そのとおりでございます。 

〇１１番（茶屋 隆君） 分かりました。 

〇委員長（中村正志君） 乾かしているというわけでも何でもないの。 

    細谷地委員。 

〇９番（細谷地多門君） 前にも質問した経緯がありますが、生ごみの処理について何年

か前に自前でやろうということで、モデルは一戸町だというようなことで視察もし、

研修もしながら担当課のほうで進めてきた経緯がありますが、それもなかなか成果

もままならない状況で、でも毎日生ごみというのは出るわけですから、これは何回

も堂々巡りしないように、ちゃんと地に足がついた形できちっとした効率化のいい

処理、ある程度金額的には投資しなければならないかも分かりません。そういうの

をあまり怖がらずに、きちっと１回設定したら、もうある程度長期間にわたり自信

を持って処理できるようなシステムにぜひやってほしなと、そう思います。でない

と、言い方悪いのですが、小手先でちょこちょことやっても、また効率が悪い繰り

返しになるというふうな、しまいにはどこにも頼めなくなって堂々巡りになるとい

うふうな感じですので。せっかく高齢者の方々にも、直接ごみを出せない方にはお

手伝いして、そういう助けながらやっているのだというようなことの方向性も示し

て実施しているわけですから、少しちゃんとした調査して、ちゃんと確立できる生

ごみ処理の仕方、何回も場面、場面変えて、こういうシステム変えることでなくて、

そんなことを望むのですが、いかがですか。担当課長はどういうふうに思っていま
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すか。 

〇委員長（中村正志君） 町民生活課町民生活担当課長、戸草内和典君。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君）  細谷地委員が今おっしゃったとおり、

処理について確立できる方向で検討してまいりたいと考えてございます。 

    以上でございます。 

〇９番（細谷地多門君） よろしくお願いします。 

〇委員長（中村正志君） 茶屋委員。 

〇１１番（茶屋 隆君） これはコンポストでも処理できますよね。だから、私は出した

ことないです。コンポストで十分間に合っていますけれども、コンポストを据え付

ける場所がないところは仕方ないと思いますけれども、もうちょっとそういったコ

ンポストを使ってやるということも啓発して普及させれば、生ごみの削減につなが

ると思いますので、そのことも考えていただければいいのかなと思います。 

〇委員長（中村正志君） それはやっていることだと思いますので。 

    町民生活課町民生活担当課長、戸草内和典君。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君）  コンポストにつきましては、現在も補

助事業を行ってございますが、継続して行っていきたいと考えてございます。よろ

しくお願いいたします。 

〇委員長（中村正志君） さっきクリーンセンターとかという言葉を使ったようだけれど

も、昔のごみ焼却場のことではないかなと思うけれども、あの施設というのはどう

なっていることなのですか、見たことないのだけれども、ごみを焼却する施設だっ

たのではないか。そこが今控室で、そこを改修するということを言っているの。そ

ういうことではないですか。収集員の人たちの控室の整備をするという、ちょっと

意味が伝わらないのですけれども。 

    町民生活課町民生活担当課長、戸草内和典君。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君） 今現在軽米地区クリーンセンターは作

業員の控室のみ利用してございます。今回老朽化した控室は残したまま、新たに新

しい建物を隣等に建設したいと予算を計上してございます。 

〇委員長（中村正志君） 町民生活課総括課長、橋場光雄君。 

〇町民生活課総括課長（橋場光雄君）  補足説明となりますが、軽米地区クリーンセンタ

ーにつきましては所有は二戸広域の所有となっております。その所有の建物のうち、

管理棟につきましては現在収集員の事務室としてお借りしております。そこだけで

は狭いので、あと老朽化した建物のほうにちょっと人が今入れない、休憩取れない

状況なので、改めて令和５年度予算いただきまして、休憩室のほうを整備したいと

いうことの計画になっているものでございます。よろしくお願いいたします。 

〇委員長（中村正志君） 土地はどちらのものなの。 
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    町民生活課総括課長、橋場光雄君。 

〇町民生活課総括課長（橋場光雄君）  土地につきましては、軽米町の土地になっており

ます。 

〇委員長（中村正志君） では、軽米町の所有になっている土地に。 

〇町民生活課総括課長（橋場光雄君） 建物は広域で。 

〇委員長（中村正志君） ほかに。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） その施設は設計等も交ぜて建築費とかで８００万円以上かかっ

ているわけですけれども、これでもう出来上がるというか、このほかにはまたさら

にプラスというのはないですか。施設としては、例えばごみ収集の方々のあれなの

で、シャワーとかあればいいと思うのですが、どういうふうな設計になっているの

でしょうか。 

〇委員長（中村正志君） 町民生活課町民生活担当課長、戸草内和典君。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君） 設計についてですが、組立て式仮設ハ

ウスで予算を計上してございます。 

    シャワー等については、現時点では設置の予定はございません。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） ということです。江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 夏なんかも、特にシャワーとかあれば職員の厚生にいいと思う

のですが、私としては要望したいと思います。 

    高齢者ごみ出し支援事業のことについてお伺いします。高齢者のごみの収集の方

々が作業服というか、それは支給されていましたでしょうか。高齢者の各家庭に行

くわけですので、同じ例えばネームが入った作業服とか、ネームプレートとかあっ

たほうがいいかと思うのですが、今高齢者に対するいろんな詐欺とかあるので、そ

の辺はどうなっているでしょうか。 

〇委員長（中村正志君） 高齢者のごみ出しだけに限った質問だと思うのですけれども。 

    町民生活課総括課長、橋場光雄君。 

〇町民生活課総括課長（橋場光雄君） 今シルバー人材センターにお願いしている関係で、

作業服については統一はされておりません。ただし、やはり軽米町の業務をやると

いうことで、借り上げ車両についてはきちんと高齢者ごみ出し支援と軽米町、そう

いうふうなきちんと車両で確認できるようにして作業のほうをさせていただきます。 

    あと、手袋等に係る消耗品については、町の予算で手当てをしているものもござ

います。 

    以上です。 

〇委員長（中村正志君） 参考に、ごみ収集車の人たちの作業服は支給しているの。 
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    町民生活課町民生活担当課長、戸草内和典君。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君）  作業服等、年によって毎年ではござい

ませんけれども、支給等はしております。 

〇委員長（中村正志君） ということは、ごみ収集車の人は統一されているのだ。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君） いや、統一といいますか。 

〇委員長（中村正志君） そのために支給しているのではないの。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君） 休憩いいですか。 

〇委員長（中村正志君） 休憩します。 

               午後 １時５８分 休憩 

              ――――――――――――― 

               午後 ２時００分 再開 

〇委員長（中村正志君） 再開します。 

    ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、ここまでで１０分間休憩いたします。 

               午後 ２時００分 休憩 

              ――――――――――――― 

               午後 ２時１０分 再開 

〇委員長（中村正志君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

    ３目し尿処理費について説明をお願いいたします。 

    町民生活課町民生活担当課長、戸草内和典君。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君） し尿処理費について説明申し上げます。 

    本町公衆トイレ清掃謝礼が１７万４，０００円、需用費につきましては２０万５，

０００円、二戸地区広域行政事務組合負担金としまして４，７０４万２,０００円を

計上してございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） し尿処理費の公衆トイレは本町だけの分だと理解していいので

すか。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君） はい。 

〇委員長（中村正志君） 説明いただきました。 

    質疑お受けいたします。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） それでは、次の３項の水道費については、水道事業会計で説明

したいということですので、ここについては省略させていただきたいと思います。 

             〔「はい」と言う者あり〕 
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〇委員長（中村正志君） ５款の労働費、１項労働諸費ですけれども、説明ありますか。 

〇町民生活課総括課長（橋場光雄君） 記載のとおりでございます。 

〇委員長（中村正志君） 補足説明はなしということです。 

    質疑ございますか。出稼ぎ関係の部分ですけれども。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） ありがとうございました。 

    続いて、６款農林水産業費に入らせていただきたいと思います。ここは１項農業

費、１目農業委員会費から補足説明等があればお願いします。 

〇産業振興課農政企画担当課長（竹澤泰司君） 農業委員会費は特にございません。 

〇委員長（中村正志君） 農業委員会費は特になし。 

〇産業振興課農政企画担当課長（竹澤泰司君） はい。 

〇委員長（中村正志君） 農業委員会費についての補足説明はない、書いてあるとおりと

いうことでございます。 

    質疑ございますか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） タブレットで見るのに時間がかかるようですので。よろしいで

すか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、戻ってもいいですので、続いて２目農業総務費について

補足説明あればお願いします。 

〇産業振興課農政企画担当課長（竹澤泰司君）  農業総務費についても補足は特にござい

ません。 

〇委員長（中村正志君） 特にないということでございます。 

    これ自然のめぐみ基金が何か最初にしゃべったりしていたのだけれども、再エネ

でしゃべっていたけれども、それの関係だったの、これ。軽米町自然のめぐみ基金

元本積立というのは、再エネでしゃべっていたのと違うっけ。 

〇産業振興課農政企画担当課長（竹澤泰司君）  農業関係の補助事業にも一部使わせてい

ただいていますが、農業総務費については特に。 

〇委員長（中村正志君） 再エネ説明のときに自然のめぐみ基金としゃべっていなかった

でしょうか。だよね。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） それらも含まっているようです。 

    いずれ質疑をお受けいたします。説明はないの。 

             〔「ないです」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） 農業総務費について。 
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    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 自然のめぐみ基金についてお尋ねします。 

    これは収入の全額積立てですっけか、半分積み立てていましたっけか。メガソー

ラーの会社から寄附をもらったものを積立てしているのがこの基金ではなかったで

しょうか。 

〇委員長（中村正志君） 再エネで答弁したのと一致していましたか。 

    再生可能エネルギー推進室、福島貴浩君。 

〇再生可能エネルギー推進室長（福島貴浩君） 江刺家委員のご質問にお答えします。 

    積立金の１，３２５万円の軽米町自然のめぐみ基金元本積立とございますけれど

も、こちらにつきましては１８款寄附金、１項寄附金、１目指定寄附金ということ

で歳入のほうで見込んでいるものをこの部分で積立てするものでございます。同額

でございます。 

〇委員長（中村正志君） ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では続いて、３目の農業振興費について説明をお願いいたしま

す。 

    産業振興課農政企画担当課長、竹澤泰司君。 

〇産業振興課農政企画担当課長（竹澤泰司君） こちらの重点施策・主要事業等において

ご説明させていただきます。 

    ４番、資源を活かした地域産業のまちづくり（産業・地域ブランド）ということ

で、１番目でございます、親元就農給付金事業でございます。こちらにつきまして

は、町の農業振興の中核となる担い手の確保育成を図るため、国庫補助事業等の要

件に該当しない新規就農者の安定した農業経営と生活基盤の確立を支援するために

自然のめぐみ基金の活用により給付金を交付する事業でございます。令和４年度に

１名採択したことにより、令和５年度には継続１名、新規４名、合計５名の方で３

６０万円予算計上させていただいております。 

〇委員長（中村正志君） 産業振興課農林振興担当課長、鶴飼靖紀君。 

〇産業振興課農林振興担当課長（鶴飼靖紀君）  農林振興担当分の重要施策・主要事業等

を説明いたします。 

    いわて地域農業マスタープラン実践支援事業でございます。２，０４４万３，０

００円を計上しております。これは、令和４年度の当初予算に比べまして、事業者

からの事業要望が増加したことから３８万３，０００円増額になっております。内

容といたしましては、野菜、花卉、葉たばこの農家から資材や機械導入等の事業要

望があり、助成を行い事業を行うものでございます。 

    同じく農業振興費の工芸作物生産振興事業に対しまして１，２３０万円を予算計
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上しております。これは、葉たばこ生産振興事業の地力増進対策に１５０万円、ホ

ップ生産振興対策事業に１２０万円を予算計上しております。あわせまして、ホッ

プ生産に係る地域おこし協力隊の２名募集に係る経費といたしまして９６０万円を

予算計上しております。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 以上、説明をいただきました。 

    ２つの担当にまたがっておりますけれども、農業振興費について質疑をお受けし

たいと思います。質疑ございますでしょうか。 

    細谷地委員。 

〇９番（細谷地多門君） 先ほども鳥獣被害の対策の部分についてあったけれども、農業

費のほうに来たら聞いたほうがいいかなと思ってさっきはやめましたけれども、実

はうちのほうでも結構ツキノワグマ、ホンシュウジカ、ハクビシン、それからあと

はよく最近聞かれるのがイノシシの被害。うちの田んぼなんかも、あれミミズを掘

るのだろうかね、鼻で。足跡が、直接稲の被害とかというのは今のところありませ

んが、畦畔がすごく荒らされて、毎年そうなのですが。聞けば畜産農家等もサイレ

ージのラップを積んでおくわけですが、野積みしておくわけですが、その保管状態

が非常に、底のほうがつつかれて穴を空けられていたずらされるというふうに聞き

ましたが、それはもしかすればイノシシの被害かなと言っています。うちのほうで

も捕獲したとかしないとか、ちょっと聞いていますが。 

    うちのほうだけでなく全般的なことなのですが、鳥獣被害の実態というのか、状

況はどういうふうになっていますか。担当課のほうでは、どういうふうに把握して

いますか。種類別に令和４年度の部分も、既にもう令和４年度は終わるわけですが、

分かったら説明いただければ。状況、実態。 

〇委員長（中村正志君） 産業振興課農林振興担当課長、鶴飼靖紀君。 

〇産業振興課農林振興担当課長（鶴飼靖紀君）  令和４年度につきましては、今現在取り

まとめている状況でございますので、最新の状況ですと令和３年度でございます。

令和３年度の状況でカラスの被害が８９件、ハトの被害が３６件、カモの被害も３

６件、あとカワウが１２件、鹿３件、ツキノワグマが１件、ハクビシンが１件とい

うふうな被害状況の報告がございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 細谷地委員。 

〇９番（細谷地多門君） なかなか早くてメモし切れなかったのですが、私の感覚だとイ

ノシシもあったやに聞いていますが、それは令和４年度と錯覚しているのかな。令

和３年度を今課長のほうからいただきましたが、令和３年度もたしかあったように

聞いていますが。 
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    それから、ツキノワグマの被害というのは、あまり多くなく今報告あったのです

が、本当にと言えばなんですが、確かでしょうか。 

〇委員長（中村正志君） 産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君）  被害状況の町のほうで把握しているデータとい

うものは、被害のあった農家の方等からの情報提供があって初めて現地に行って確

認して、それをまとめたデータですので、恐らくイノシシなんかも昨年あたりから、

今年度も結構出ている、令和４年度も出ているようでございますけれども、出ると

はお聞きしておりますけれども、例えば直接電話をいただいてイノシシの被害があ

ったということで現地を確認しない限り、状況の把握というのはなかなか難しいと

いうことで、以前にも申し上げましたけれども、今年度新たに鳥獣被害対策計画を

見直すということですので、それと併せながら、いずれ被害が発生した場合は町の

ほうにご連絡をいただきますようにというような情報をお知らせ版だとか情報無線

等で周知して、幾らかでも正確な被害状況の把握に努めたいと考えておりますので、

先ほど申し上げましたものにつきましては、あくまでも報告があった被害状況とい

うことでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 細谷地委員。 

〇９番（細谷地多門君） まず分かりました。令和４年度の実績というのだか、結果が出

たら、また後ほどお知らせいただきたいと思います。 

    また、鳥獣被害の対策の一環としてまず補助というか、新規みたいなのは限度額

があるわけですが、農家に電気柵というのか、ああいうのをやっているのですが、

令和４年度の部分で分かるかと思うのですが、もう今冬になっていますので。何件

ぐらい申込みがあって、それを使った農家があるでしょうか。また、効果は、大変

評判がよかったのか、そうでもなかったのか、その状況もお聞きしたいのですが。 

〇委員長（中村正志君） 産業振興課農林振興担当課長、鶴飼靖紀君。 

〇産業振興課農林振興担当課長（鶴飼靖紀君）  まず最初に、訂正いたします。先ほどの

数字、報告いたしました数字ですけれども、捕獲頭数でございました。 

〇９番（細谷地多門君） 逃したのは入っていないわけだ。 

〇産業振興課農林振興担当課長（鶴飼靖紀君） はい。 

〇９番（細谷地多門君） ああ、そうか。 

〇産業振興課農林振興担当課長（鶴飼靖紀君）  あと、電気柵の補助でございますが、令

和４年度は１件ございました。 

    評判につきましては、その後のあれは聞いていないのですけれども、やはり１か

所だけでなく何か所にもやりたいという方もいましたので、今後また令和５年度に

おきましても同じように補助金の予算を計上してございますので、引き続き助成し
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てまいりたいと考えております。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 西舘委員。 

〇２番（西舘徳松君）  建物にハクビシンが入った場合は町民生活課でしょう。そして、

農地にいたずらしたのは産業振興課だから、これは結局は両方で違うから、合わな

いのでないかな、これは。町民生活課のほうでもたしか捕獲しているはずだね、ハ

クビシン。 

〇９番（細谷地多門君） 両方足さないとならないわけだ。 

〇２番（西舘徳松君） 両方足せば……。産業振興課のほうだけの話であって、今の話は。

そこら辺はどうなっていますか、中では全然話し合ってはいないわけですか。 

〇委員長（中村正志君） 産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君）  大変失礼いたしました。産業振興課の分という

ことで、産業振興課の分で捕獲した頭数を先ほど申し上げました。鳥獣被害対策に

つきましては、先ほど西舘委員もおっしゃったとおり、例えば住宅に被害が及びそ

うになった場合は直接町民生活課のほうだ、農作物については産業振興課だ、また

また捕獲した場合の報酬については、わなをかけるのはうちで実施隊という登録し

ているメンバーがおりますけれども、逆にわなをかけて捕獲した場合の報酬という

か、そういった部分については町民生活課が支払うといったような形で、非常に複

雑になってございますので、その辺もまちまちといったデータではなくて統一した

ような形と、先ほど申し上げましたけれども、今年度鳥獣被害対策の計画を見直す

という部分がありますので、町民生活課だ、産業振興課だということがなく一緒に

なって、いずれ被害を受けるのは町民、生産者の方々ですので、何とか対策につい

てきちっとした計画を策定したいと考えております。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） よろしいですか。いずれ町民が戸惑わないように。 

    ほかにございませんでしょうか。 

    舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君）  １８節の負担金、補助及び交付金についてなのですが、軽米町電

気柵等設置補助金４０万円ということなのですが、４０万円ということは何か今の

話を聞いていると１つか２つぐらいの予算、１区画、田んぼだと１枚、１反５畝ほ

どのところをくくる補助金だと思って理解していましたが、それはそれでもいいわ

けなのですが、例えば私の地区では団地的に、去年は大体４町歩ぐらいですか、ず

らっとくくったわけなのですが、そうすると結構値段もするわけなので、そういっ

た団地的に設置する、住民が同意して団地をつくって、ぐるっと囲ってしまう、そ

れはそれで費用がかかるもので、団地的にやるものですから、別な補助制度を創設
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してやってもらえれば非常にいいのかなと思っていました。やっぱり近年はすごく

鹿の頭数が増えて、今年も恐らく頭数がすごい量だろうと思っていました。細谷地

委員のほうでは何かイノシシだそうですが、私らのほうには鹿がデントコーンの畑

に出没して大変だというふうな、私は見てはいないのですが、やっぱりそういった

広域的に囲ってしまう、１つ、２つの単体のやつは、それはそれでいいと思うので

すが、団地的にやるのは効率的にもいいし、集落で団地を組んでいる、集落以外の

人も当然あるわけですが、そういうのも効果的なわけで、そういうのを創設してや

っていただけないのかなと思っていましたが、いかがでしょうか。 

〇委員長（中村正志君） 産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    以前にもこういったような要望もございました。県のほうの補助もあるので、県

の補助金なんかも活用してはどうかといった部分もございました。その際調べまし

たけれども、確かに県の補助金であれば補助率というか、事業費自体も大きい部分

もあります。ただ、そういった部分になると、前にもお話ししましたけれども、例

えば山林から入ってこないように半径とか、田んぼから山までの山林までの距離、

何メートルをきちっときれいに下刈りをして、まずその対策としてそういった部分

をやってもさらに被害が起きるようであれば、最終的には電気柵だと。なので、な

いというわけではないです。山口のほうの大規模に設置した電気柵を私も拝見して

おります。ああいった場合にも、一応町の今の補助は２分の１で最大１０万円まで、

１人、１生産者といいますか、というような限定になっているので、あれは非常に

大規模でしたけれども、多少大きいのであれば２人、３人で組んでいただければ、

うまくそういった補助金も活用できるのかなと考えてもおります。ただ、いずれに

しろそういった大規模なところに設置するとなれば、当然４０万円の補助では足り

ないといった部分も出てくると思います。なので、今後の被害状況にもよりますけ

れども、今これから立てる鳥獣被害対策計画を皆さんで話し合って、こういった農

地に例えば大規模に電気柵を設置しなければならないようなところもある、ない、

そういったものもいずれ調査等をしながら、補助金の拡充というのも検討してまい

りたいと考えております。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君） ぜひ検討をお願いします。 

    それと、ハンターですか、狩猟の件なのですが、私は詳しくは分からないのです

が、何か猟友会ですか、結構高齢化して免許を返納したとか、やめたとかというの

が今年も何人かあるように聞いていました。それで高齢化でやめたということです

から、いずれ増えてはいないわけです。我がほうの地区では１人何か免許を取った
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ということですが、町全体で見ればやめる人のほうが上回っていると聞いていまし

たが、それは事実なのかどうか。 

    それで、ハンターの確保対策ですか、やっぱり本腰を入れてハンターを増やして

いかなければ駄目だなと感じているわけですが、そこでいかんせん何か経費がかか

るみたいなのですよね。免許取ったり、狩猟免許取ったり、何か射撃に行かなけれ

ば駄目だとか、結構費用がかかるような話を聞いていました。実際はどの程度なの

か私は分かりませんが、聞いたところの話では。猟友会のメンバーを確保していく

には、やはりかなりの助成、支援をしていかないと、ハンター、猟友会の会員は増

えていかないのではないかと思っていました。そこで、個人の免許とはいえ、そう

いった緊急出動、駆除といっとき、ばっと出動してもらうためには、やっぱり人が

いないと駄目なわけですから、その辺の思い切った支援をして育てていかないと駄

目でないのかなと思っていますが、今当局のほうはその辺は考えはないでしょうか。 

〇委員長（中村正志君） 産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    鳥獣被害対策の実施隊につきましては、極端に年々、例えば５人減った、何人減

ったというような減り方ではない、やはりこれは農業の問題でも同じですけれども、

いずれ高齢化してきているというところでございまして、今現在二十五、六人、一

応登録はなってございます。ただ、いざ活動するとなれば大体限られた、やっぱり

慣れた方、そういった方になってございます。 

    あと、現在は補助金として、免許の取得については５万円程度の助成をしてござ

います。また、今後のこういった被害も増えてくるということで、実施隊に対して

手厚く補助するなりして確保していかなければならないのではないでしょうかとい

うようなご意見でございました。まさにそのとおりではないのかなと考えていると

ころでございますので、実施隊、猟友会の皆さん等のご意見きちっと伺った上で、

どういった形がいいのか、その辺を踏まえながら検討はしてまいりたいと考えてお

ります。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君）  私は、ハンターになるまでの経費がどれぐらいかかるのか分から

ないですが、狩猟免許まで含めてどれぐらいかかるものですか。何か調査したこと

はないですか。 

〇委員長（中村正志君） 産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    大変申し訳ございませんけれども、そこまで、幾らぐらいかかるのか、また猟銃

なんかもどれぐらいの価格しているのかというのは、私ちょっと調査不足でござい
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ますけれども、いずれそういった部分も踏まえながら、これはやっぱり消滅しては

ならない問題だと考えておりますので、きちんと真向きにどういった形がいいのか

ということを方向性を出しながら計画を策定してまいりたいと思います。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 補足ありますか。 

    産業振興課農林振興担当課長、鶴飼靖紀君。 

〇産業振興課農林振興担当課長（鶴飼靖紀君）  今、情報ですけれども、免許を取るまで

におよそ１０万円ぐらいかかるということでございます。そのほかに鉄砲等、その

方のどういうふうな鉄砲代、ライフル代、空気銃であるとか、散弾銃であるとか、

それによってまた経費が変わってくるということでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君）  今詳しく費用を聞きましたが、ぜひこれからそのほうも力を入れ

ていただきたいなと。テレビとか見ていると、最近ですと何かすごく男性より女性

のほうが増えているというような話がありますが、軽米町ではそこまではいってい

ないわけですが、いずれその辺も情報収集しながら、力を入れて、あっちの大槌町

のほうなんかはすごくジビエで、何か結構はやっているみたいなのですが、軽米町

でも力を入れれば結構頭数は捕れると思います。そうなれるように、ぜひ力を入れ

ていただきたいなと思っていますので、よろしくお願いします。 

〇委員長（中村正志君） 産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君）  貴重なご意見ありがとうございます。私もＮＨ

Ｋだったか何かの番組のほうで、女性のそういった方の番組も拝見いたしました。

ジビエというか、捕ったやつをそういった形で加工して販売しているというような

のも拝見しております。なかなかいきなりそこまで持っていくというのは難しいと

思いますけれども、今言ったような形の部分を考えながら対策をきちっと講じてま

いりたいと思います。貴重なご意見、ありがとうございました。 

〇委員長（中村正志君） ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、続けます。 

    次の４目農業経営基盤強化促進対策事業費は。 

             〔「ありません」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） ５目水田農業構造改革対策費、６目の農業金融対策費。では、

４目、５目、６目まとめて質疑をお受けいたしたいと思います。 

    特にありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 
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〇委員長（中村正志君） では次、振興開発費は、これはある。 

             〔「ないです」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） ここも特に説明はないということです。 

    質疑ありますか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では次、生活改善センター等運営費。ここについて補足説明が

あれば。特になし。 

    質疑ございますか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、続いて９目畜産振興費、補足説明。 

    産業振興課農林振興担当課長、鶴飼靖紀君。 

〇産業振興課農林振興担当課長（鶴飼靖紀君） ９目畜産振興費でございます。ページ数

は９０ページでございます。 

    軽米町畜産産地づくり強化対策事業費補助金といたしまして１，２８８万２,００

０円を計上しております。これは、前年度と比較いたしまして２３万６，０００円

の増額となっております。 

    内容といたしまして、基金積立補助を行うブロイラー対策事業と肉豚経営安定事

業にそれぞれ３７５万２,０００円、２１１万５，０００円を計上しております。 

    また、畜産共進会開催事業に３５万円、優良馬改良推進事業に６６万５，０００

円、また県外導入や自家保留を支援し、繁殖雌牛の増頭を目指す繁殖雌牛増頭支援

事業に６００万円を計上しております。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 畜産振興費について説明いただきました。 

    質疑ございませんでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 一般質問でも三、四人の方が質問しましたけれども、酪農、畜

産農家の飼料高騰のことについて、この予算の中にはどこかにそのための予算とい

うのは入っていましたでしょうか。また、入っていないけれども、近いうちにこう

いうことを考えているという、対策を考えているということがありましたらお聞き

したいと思います。 

〇委員長（中村正志君） 産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君） ただいまのご質問についてお答えいたします。 

    一般質問でも議員の方々からいろいろご質問いただいております。この飼料高騰

対策につきましては、一般質問でもお答えしたのか、国においても飼料高騰対策に

ついて基金のほうから生産者のほうにお支払いしている。この間のテレビ等を見て
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おりますと、これからについても国でも飼料対策、電気等の高騰対策について国を

挙げても予算を確保していくというようなことでございます。 

    近隣の市町村ですと、町のほうでもこの間資材高騰ということで今年度農業の販

売価格に応じて支援金を交付した、名前とかタイトルは別にしても、こういった支

援金は近隣市町村、岩手県の中でも結構支援金として各自治体でも行っているよう

でございます。 

    また、隣の洋野町におきましても、この間も議員の方もおっしゃっておりました

けれども、５，０００円だとか４，０００円といった形の支援金を出している。こ

れについては、洋野町の場合は町で行ったような高騰対策の支援金をこれまで実施

していなかった、今回初めてそういった支援対策を設けた、だからいいというわけ

ではないのですが、一戸町がこれまでと同様の対策もした上で、さらに畜産、肥育

も酪農も繁殖もといったことで１頭当たり７，０００円の支援金を新たに創設した

という情報を得ております。そういった部分につきましても、町としても今回の予

算には計上してございませんけれども、いずれ危機的な状況だというのは伺って、

当局でも理解をしているところでございます。どういった形がいいのか、同じよう

な７，０００円だとか、上乗せして、さらに１頭当たり１万円といった支援金を交

付するのがいいのか、その辺については今現在検討しているところでございます。

なので、国の今後の動向、あと県の動向等を踏まえながら、県でも配合飼料１トン

当たり１，０００円といった、国の対策に上乗せして１，０００円といった対策も

県のほうでも講じているようです。それに上乗せするような形で行えばいいのか、

そういった部分的な支援というのは現在検討しております。 

    ただ、今後農業の経営、自給自足というか、そういった農業経営自体もいずれ考

えていかなければ、これは収束が見えないという状況ですので、その辺も踏まえな

がら対策については検討してまいりたいと考えております。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） よろしいですか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） ありがとうございます。新聞等によると緊急に酪農家なんかは

本当に今やめなければならないというような方々もあって、現金の応援が必要だと

いうことも聞いております。酪農をやる人がなくなって牛乳を海外から輸入してい

るそうですけれども、輸入しなくてもいい分の量を作れば輸入するのはやめてもら

いたいなと思います。日本の人が飲む分は日本で生産できるようにということで、

本当に応援していきたいと思います。よろしくお願いします。軽米町は、農業が本

当になくなれば大変だと思います。よろしくお願いします。 

〇委員長（中村正志君） 何かありますか。 
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             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） まず、ご意見ということで承るということです。 

    細谷地委員。 

〇９番（細谷地多門君） 今回、私は一般質問させていただきました。一般質問の中でも

お願いしたはずなのですけれども、その姿勢、課長どうですか、今何を農家が望ん

で、何を緊急に対応してほしいかというのは、やっぱり寄り添った形で生産者から

聞くべきだと、聞いてできるものはやればいいし、またできないものはしようがな

いとして、最大限行動を起こさないと、本当に危機的な状況だと思っています。現

場の生の声を聞くことが一番肝要かなと思っていました。 

    均一の県の方策とか、国の方策とかは、やっぱり時間がかかるものですから、一

番末端の農家に近い我々身近な町村は対応が一番早く対応できることかなと、そう

思っています。そういう観点からも、やっぱり独自の救済の仕方というのを早急に

検討して対応しないと、もう諦めというのだか、決断を出して、それに取り組んで

いる状況に行っていろいろしゃべったって、もう聞く耳を持てないという状況にな

るかなと思って、私は日々考えていました。そういう意味では、現場を巡って聞く

べきだなと思っています。それはいろいろどなられたり、怒られたり、お叱りを受

けたり、これまでの対応についての批判とか様々受けるかも分かりません。それだ

って、相手がいろいろ話してくれるということはまだ期待があってしゃべられると

いうような、もう人間は諦めて相手にもしたくないとなれば口も聞かない、目も合

わせないという状況になる。そうならないために、今が肝要かなと思っていました。

救済のアクション、行動、これを望みたいと思います。町長、いかがですか。担当

課長も十分分かると思うのだけれども、町長の考え、姿勢、これやっぱり農家とし

ては本当に期待していると思うので、助けてほしいと思っているので、ぜひ見解を

お聞かせください。 

〇委員長（中村正志君） 町長、山本賢一君。 

〇町長（山本賢一君）  私も先般ちょっと農家を回ってきましたが、特に酪農家、肥育農

家、非常に餌を多給している畜産農家ほど飼料高騰に関しては大変悲痛な思いでや

っていらっしゃるというのは肌で感じてまいりました。いろんな他市町村の動向、

それからまた国、県の動向を見ながら早急に対応は検討してまいりたいと考えてい

ます。 

    以上であります。 

〇委員長（中村正志君） よろしいですか。 

    産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君）  今、町長も答弁申し上げましたので、私も実際

繁殖、酪農、肥育の農家、全件ではございませんけれども、何件かピックアップし
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て回ってお話は聞いてきております。肥育であれば１日１０トン近い餌を食べるの

だよと、繁殖であれば２トン程度、酪農家はもっとそれ以上さらに餌のほうを与え

ているようでございます。飼料もそうですけれども、肥料高騰、普通の野菜農家の

ほうも高騰しているという部分もございますので、今危機的な状況だという畜産農

家の方、特にも酪農の農家の方も危機的状況だというのも理解してございます。な

ので、いずれ一番いいのは現金をいっぱい支援できれば、これは一番いいかと思う

のですけれども、なかなか町でも限られた予算の中でどういった形がいいのかとい

うのを早急的に考えて、何とか支援してまいりたいと考えております。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では続いて、１０目牧野管理費、説明ありますか。 

〇産業振興課農林振興担当課長（鶴飼靖紀君） 特にございません。 

〇委員長（中村正志君） 説明は特にないということでございます。 

    質疑ありましたらお受けいたします。質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） では、１１目国土調査費。これも特に説明はないですね。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） 続いて、１２目農地費について説明ある。 

    産業振興課農政企画担当課長、竹澤泰司君。 

〇産業振興課農政企画担当課長（竹澤泰司君）  こちら農地費でございます。主に農道等

の維持管理費となっております。前年度と比較して１００万円ほど増額となってお

りますが、こちらは道路のパッチングの経費を令和５年度新規に計上したものでご

ざいます。 

    以上でございます。 

〇委員長（中村正志君） 農地費について説明いただきました。 

    質疑をお受けいたします。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） なし。続いて、農村環境改善センター運営費。これ総務課。 

             〔「いえ、うちです」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） ありますか。説明はなし。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） 説明は特にないようです。 

    質疑ございますか。 

    江刺家委員。 
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〇３番（江刺家静子君） 文化交流センター費のほうでピアノ移動手数料だかという予算

があったのですけれども、この農環センターのピアノを運ぶ予算ですか。 

〇委員長（中村正志君） 産業振興課農政企画担当課長、竹澤泰司君。 

〇産業振興課農政企画担当課長（竹澤泰司君）  農村環境改善センターからの移送になり

ます。 

〇委員長（中村正志君） 前の議会で、活用するという話。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君）  新しいピアノも買います。新しいピアノも買う

けれども、控室にという形。 

〇委員長（中村正志君） ほかにございませんでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） 続いて、１４目地域営農システム推進事業費。 

             〔「補足説明はございません」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） 説明は特になし。 

    質疑ございますか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） なし。次、ミレットパーク等管理運営費。説明あれば。 

             〔「特にないです」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） 特に説明はないようですけれども、質疑ございませんでしょう

か。後からでもいいですけれども。 

    上山委員。 

〇１番（上山  誠君）  ミレットパークのことなので、ミレットパークの砂利道のほうな

のですけれども、今使わなくなったちびっこゲレンデの向こうのほうに釣堀があり

ますよね。釣堀のほうから下りてくる道路のほうをやっぱりちょっと整備していた

だきたいなと思いまして、そこを何かやっていただければ助かりますという要望で

す。 

〇委員長（中村正志君） その予定はないのかどうか。 

    産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    大変申し訳ございません。私のほうちょっとそちらの現地は拝見しておりません

でしたけれども、今担当から伺いますと、通常の修繕費は取ってございます。現地

を確認して、いずれ取った予算で修繕できる範囲であればすぐやりますし、そうで

なければ補正で予算をいただいて、現地を確認して修繕してまいりたいと思います。 

〇委員長（中村正志君） ほかにございませんでしょうか。 

    よろしいですか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 
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〇委員長（中村正志君） ちょっと予定の時間迫っておりますけれども、一応最後まで、

１６目多面的機能発揮促進事業費について説明はないようです。 

    なお、今日は農業費で終わりたいと思いますけれども、農業費全般でもよろしい

ですので、質疑あったらお願いいたします。ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（中村正志君） もしあったときは、総括質疑でお願いいたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎散会の宣告  

〇委員長（中村正志君） それでは、予定の３時になりますので、今日はここで終わりに

させていただきたいと思います。あしたは、林業費から入りたいと思います。どう

もご苦労さまでした。 

                               （午後 ２時５９分） 


